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　表２‐３４　一般環境観測局の概要

測　定　項　目　等調査機関設置年度所 在 地観　測　局市　町区分

・二酸化硫黄（紫外線蛍光
法）
・浮遊粒子状物質（β線吸
収法）
・窒素酸化物（オゾンを用
いる化学発光法）
・光化学オキシダント（紫
外線吸収法）
・微小粒子状物質（β線吸
収法）
・風向風速（光パルス式）
・テレメータ化

市Ｓ５０水 橋 畠 等富 山 水 橋

富 山 市

富
　
　
　
山
　
　
　
地
　
　
　
域

市Ｓ４２蓮 町富 山 岩 瀬

市Ｈ　３安 野 屋 町富 山 芝 園

市Ｓ４８赤 田富 山 蜷 川

市Ｓ４８婦中町笹倉婦 中 速 星

県、市Ｈ　３上 島滑 川 上 島滑 川 市

県Ｓ４２伏木東一宮高 岡 伏 木

高 岡 市
高
　
岡
　
・
　
射
　
水
　
地
　
域

県、市Ｓ４３中 川高 岡 本 丸

県、市Ｓ４７戸出光明寺高 岡 戸 出

県Ｈ　４窪氷 見氷 見 市

県Ｓ４２三 日 曽 根新湊三日曽根

射 水 市 県、市Ｓ４８東 明 中 町新 湊 海 老 江

県Ｓ４７中 太 閤 山小 杉 太 閤 山

県Ｈ　３北 鬼 江魚 津魚 津 市
新
川
地
域

県、市Ｈ　４植 木黒 部 植 木黒 部 市

県Ｈ　３入 膳入 善入 善 町

県Ｈ　４太 田砺 波砺 波 市砺
波
・
小
矢
部
地
域

県Ｈ　４泉 町小 矢 部小矢部市

県Ｈ　４柴 田 屋福 野南 砺 市

１９計

（２６年３月現在）

　３　生活環境の保全
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　表２‐３５　二酸化硫黄濃度の年度別推移（年平均値）

２５２４２３２２２１年　　　度
観　測　局

０．００１０．００１０．００１０．００１０．００３富 山 岩 瀬

富 山 市

富
　
　
山
　
　
地
　
　
域

０．００１０．００１０．００１０．００１０．００１富 山 芝 園

０．００１０．００１０．００１０．００１０．０００富 山 蜷 川

０．００１０．００１０．００１０．００１０．００１婦 中 速 星

０．００００．００００．０００滑 川 上 島
滑 川 市

０．００００．００００．０００滑 川 大 崎 野

０．００１０．００１０．００１０．００１０．００１高 岡 伏 木

高 岡 市
高
　
岡
　
・
　
射
　
水
　
地
　
域

０．００００．０００高 岡 能 町

０．００１０．００１０．００１０．００１０．００１高 岡 本 丸

０．００００．００００．００００．００００．０００氷 見氷 見 市

０．００１０．００１０．００１０．００１０．０００新湊三日曽根

射 水 市 ０．００１０．００１０．００１０．００１０．００２新 湊 海 老 江

０．００１０．００１０．００１０．００１０．０００小 杉 太 閤 山

０．００２０．００２０．００３０．００２０．００２魚 津魚 津 市
新
川
地
域

０．００００．００００．００００．００００．０００黒 部 植 木黒 部 市

０．００１０．００２０．００２０．００２０．００１入 善入 善 町

０．００００．００３０．００３０．００２０．００２小 矢 部小矢部市砺
波
・

小
矢
部
地
域 ０．００３０．００３０．００３０．００２０．００２福 野南 砺 市

０．００１０．００１０．００１０．００１０．００１年平均値

注１　測定は、紫外線蛍光法によります。
　２　「富山県大気汚染常時観測局適正配置計画」により、高岡能町については２２年度末、滑川上島及

び滑川大崎野については２３年度末に測定を廃止しました。

（単位：ppm）
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　表２‐３６　二酸化硫黄に係る環境基準の達成状況

注１　測定は、紫外線蛍光法によります。
　２　短期的評価による適（〇）とは、１時間値の１日平均値がすべての有効測定日（１日２０時間以上

の測定が行われた日をいう。）で０．０４ppm以下であり、かつ、１時間値がすべての測定時間におい
て０．１ppm以下であることをいいます。

　３　長期的評価による適（〇）とは、年間にわたる１日平均値のうち、高い方から２％の範囲にある
ものを除外した後の最大値が０．０４ppm以下であり、かつ、年間を通じて１日平均値が０．０４ppmを
超える日が２日以上連続しないことをいいます。

　４　「富山県大気汚染常時観測局適正配置計画」により、高岡能町については２２年度末、滑川上島及
び滑川大崎野については２３年度末に測定を廃止しました。

長期的評価によ
る適（〇）、否（×）

短期的評価によ
る適（〇）、否（×）

１日平均値の２％除外値（ppm）項　目

観　測　局

０．０４ppm以下であること基　準

２５２４２３２２２１２５２４２３２２２１２５２４２３２２２１年　度

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２０．００２０．００７富 山 岩 瀬

富 山 市

富
　
　
山
　
　
地
　
　
域

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２０．００２０．００２富 山 芝 園

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２０．００２０．００２富 山 蜷 川

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００３０．００２０．００２０．００３婦 中 速 星

〇〇〇〇〇〇０．００１０．００２０．００１滑 川 上 島
滑 川 市

〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２滑 川 大 崎 野

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００１０．００２０．００３０．００３０．００３高 岡 伏 木

高 岡 市
高
　
岡
　
・
　
射
　
水
　
地
　
域

〇〇〇〇０．００２０．００２高 岡 能 町

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２０．００２０．００２高 岡 本 丸

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２０．００２０．００２氷 見氷 見 市

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２０．００２０．００２新湊三日曽根

射 水 市 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２０．００２０．００４新 湊 海 老 江

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００３０．００３０．００３０．００２０．００２小 杉 太 閤 山

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００３０．００５０．００４０．００４０．００３魚 津魚 津 市
新
川
地
域

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００１０．００１０．００１０．００２０．００２黒 部 植 木黒 部 市

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００３０．００３０．００３０．００３入 善入 善 町

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００５０．００４０．００４０．００３小 矢 部小矢部市砺
波
・
小
矢
部
地
域 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００５０．００５０．００５０．００３０．００４福 野南 砺 市
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　表２‐３７　二酸化窒素濃度の年度別推移（年平均値）

２５２４２３２２２１年　　　度
観　測　局

０．００８０．００８０．０１００．００９０．０１０富 山 岩 瀬

富 山 市

富
　
　
山
　
　
地
　
　
域

０．００８０．００８０．００９０．００９０．０１０富 山 芝 園

０．００４０．００４０．００６０．００６０．００７婦 中 速 星

０．０１１０．０１０滑 川 上 島
滑 川 市

０．００３０．００４滑 川 大 崎 野

０．００５０．００５０．００５０．００６０．００６高 岡 伏 木

高 岡 市
高
　
岡
　
・
　
射
　
水
　
地
　
域

０．００８０．００９０．０１００．０１１０．０１１高 岡 本 丸

０．００８０．００８０．００８高 岡 戸 出

０．００４０．００４０．００５０．００５０．００５氷 見氷 見 市

０．００７０．００７０．００８０．００９０．００８新湊三日曽根

射 水 市 ０．００６０．００７０．００７０．００８０．００８新 湊 海 老 江

０．００８０．００９０．０１００．０１００．０１０小 杉 太 閤 山

０．００６０．００６０．００８０．００８０．００９魚 津魚 津 市
新
川
地
域

０．００７０．００８０．００８０．００７０．００８黒 部 植 木黒 部 市

０．００７０．００８０．００９０．００９０．００９入 善入 善 町

０．００５０．００６０．００７０．００８０．００７小 矢 部小矢部市砺
波
・

小
矢
部
地
域 ０．００５０．００６０．００６０．００６０．００６福 野南 砺 市

０．００６０．００７０．００８０．００８０．００８年平均値

注１　測定は、オゾンを用いる化学発光法によります。
　２　「富山県大気汚染常時観測局適正配置計画」により、滑川上島及び滑川大崎野については２２年度末、

高岡戸出については２３年度末に測定を廃止しました。

（単位：ppm）
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　表２‐３８　二酸化窒素に係る環境基準の達成状況

注１　測定は、オゾンを用いる化学発光法によります。
　２　環境基準の適（○）とは、年間にわたる１時間値の１日平均値のうち、低い方から数えて９８％目
にあたる値が、０．０４ppmから０．０６ppmのゾーン内又はそれ以下であることをいいます。

　３　「富山県大気汚染常時観測局適正配置計画」により、滑川上島及び滑川大崎野については２２年度末、
高岡戸出については２３年度末に測定を廃止しました。

環境基準の適（〇）、
否（×）

１日平均値の９８％値（ppm）項　目

観　測　局

０．０４ppmから０．０６ppmまでのゾーン内又はそ
れ以下であること基　準

２５２４２３２２２１２５２４２３２２２１年　度

〇〇〇〇〇０．０１８０．０２００．０２３０．０２４０．０２３富 山 岩 瀬

富 山 市

富
　
　
山
　
　
地
　
　
域

〇〇〇〇〇０．０１６０．０２１０．０２２０．０２２０．０２５富 山 芝 園

〇〇〇〇〇０．０１００．０１１０．０１５０．０１６０．０１８婦 中 速 星

〇〇０．０２５０．０２３滑 川 上 島
滑 川 市

〇〇０．００８０．００９滑 川 大 崎 野

〇〇〇〇〇０．０１４０．０１４０．０１７０．０１９０．０１７高 岡 伏 木

高 岡 市
高
　
岡
　
・
　
射
　
水
　
地
　
域

〇〇〇〇〇０．０２１０．０２２０．０２４０．０３００．０２６高 岡 本 丸

〇〇〇０．０２００．０２１０．０２４高 岡 戸 出

〇〇〇〇〇０．０１００．０１００．０１３０．０１７０．０１２氷 見氷 見 市

〇〇〇〇〇０．０１９０．０２１０．０２２０．０２５０．０２５新湊三日曽根

射 水 市 〇〇〇〇〇０．０１７０．０１８０．０１９０．０２１０．０２０新 湊 海 老 江

〇〇〇〇〇０．０１９０．０２００．０２２０．０２２０．０２３小 杉 太 閤 山

〇〇〇〇〇０．０１４０．０１４０．０２００．０２１０．０２０魚 津魚 津 市
新
川
地
域

〇〇〇〇〇０．０１７０．０１８０．０２３０．０２２０．０２０黒 部 植 木黒 部 市

〇〇〇〇〇０．０１６０．０１７０．０２１０．０２１０．０２０入 善入 善 町

〇〇〇〇〇０．０１５０．０１８０．０１８０．０２３０．０２２小 矢 部小矢部市砺
波
・
小
矢
部
地
域 〇〇〇〇〇０．０１２０．０１８０．０１６０．０１９０．０１５福 野南 砺 市
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　表２‐３９　浮遊粒子状物質濃度の年度別推移（年平均値）

２５２４２３２２２１年　　　度
観　測　局

０．０１９０．０１３０．０１３０．０１４０．０１３富 山 水 橋

富 山 市

富
　
　
　
山
　
　
　
地
　
　
　
域

０．０１６０．０１３０．０１３０．０１４０．０１５富 山 岩 瀬

０．０１７０．０１４０．０１３０．０１６０．０１５富 山 芝 園

０．０１４０．０１３富 山 神 明

０．０１６０．０１４０．０１４０．０１４０．０１４富 山 蜷 川

０．０１６０．０１４０．０１３０．０１４０．０１３婦 中 速 星

０．０１３０．０１２０．０１３０．０１３０．０１２滑 川 上 島
滑 川 市

０．０１３０．０１３０．０１２滑 川 大 崎 野

０．０２００．０１８０．０１８０．０２００．０１５高 岡 伏 木

高 岡 市

高
　
　
岡
　
　
・
　
　
射
　
　
水
　
　
地
　
　
域

０．０１６０．０１６高 岡 能 町

０．０１７０．０１７０．０１７０．０１８０．０１８高 岡 本 丸

０．０１７０．０１３０．０１４０．０１２０．０１３高 岡 戸 出

０．０１６０．０１６０．０１９０．０１８０．０１５氷 見氷 見 市

０．０１６０．０１７０．０１２０．０１８０．０１８新湊三日曽根

射 水 市 ０．０１７０．０１５０．０１６０．０１６０．０１６新 湊 海 老 江

０．０１８０．０１６０．０１６０．０１７０．０１４小 杉 太 閤 山

０．０２１０．０１９０．０２１０．０１８０．０１７魚 津魚 津 市
新
川
地
域

０．０１２０．０１２０．０１００．０１１０．０１３黒 部 植 木黒 部 市

０．０１７０．０１７０．０１７０．０１８０．０１６入 善入 善 町

０．０１９０．０１８０．０１９０．０２１０．０１８砺 波砺 波 市砺
波
・
小
矢
部
地
域

０．０１２０．０２００．０２２０．０２５０．０１９小 矢 部小矢部市

０．０２２０．０２２０．０２１０．０２４０．０２０福 野南 砺 市

０．０１７０．０１６０．０１６０．０１７０．０１５年平均値

注１　測定は、β線吸収法によります。
　２　富山神明及び高岡能町については２２年度末、滑川大崎野については２３年度末に測定を廃止しまし
た。

（単位：mg／m３）
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　表２‐４０　浮遊粒子状物質に係る環境基準の達成状況

注１　測定は、β線吸収法によります。
　２　短期的評価による適（〇）とは、１時間値の１日平均値がすべての有効測定日（１日２０時間以上

の測定が行われた日をいう。）で０．１０mg／m３以下であり、かつ、１時間値がすべての測定時間に
おいて０．２０mg／m３以下であることをいいます。

　３　長期的評価による適（〇）とは、年間にわたる１日平均値のうち、高い方から２％の範囲内にあ
るものを除外した後の最大値が０．１０mg／m３以下であり、かつ、年間を通じて１日平均値が０．１０mg
／m３を超える日が２日間以上連続しないことをいいます。

　４　富山神明及び高岡能町については２２年度末、滑川大崎野については２３年度末に測定を廃止しまし
た。

長期的評価によ
る適（〇）、否（×）

短期的評価によ
る適（〇）、否（×）

１日平均値の２％除外値（mg／m３）項　目

観　測　局

０．１０mg／m３以下であること基　準

２５２４２３２２２１２５２４２３２２２１２５２４２３２２２１年　度

〇〇〇〇〇〇〇〇〇×０．０６００．０３８０．０３４０．０４５０．０３５富 山 水 橋

富 山 市

富
　
　
　
山
　
　
　
地
　
　
　
域

〇〇〇〇〇〇〇×〇×０．０４４０．０３８０．０３００．０４３０．０４２富 山 岩 瀬

〇〇〇〇〇〇〇〇〇×０．０５００．０３９０．０３５０．０４８０．０３９富 山 芝 園

〇〇〇×０．０４２０．０３８富 山 神 明

〇〇〇〇〇〇〇〇〇×０．０４９０．０４２０．０３８０．０４５０．０４１富 山 蜷 川

〇〇〇〇〇〇〇〇〇×０．０５９０．０３９０．０３４０．０４１０．０４０婦 中 速 星

〇〇〇〇〇〇〇〇××０．０５３０．０４３０．０３９０．０４３０．０３５滑 川 上 島
滑 川 市

〇〇〇〇〇×０．０３８０．０４２０．０３６滑 川 大 崎 野

〇〇〇〇〇〇〇〇〇×０．０５７０．０４９０．０３８０．０５２０．０３７高 岡 伏 木

高 岡 市
高
　
岡
　
・
　
射
　
水
　
地
　
域

〇〇〇×０．０４９０．０３９高 岡 能 町

〇〇〇〇〇〇〇〇〇×０．０５６０．０４７０．０４１０．０５１０．０４６高 岡 本 丸

〇〇〇〇〇〇〇〇〇×０．０５３０．０３６０．０３７０．０４３０．０３７高 岡 戸 出

〇〇〇〇〇〇〇〇〇×０．０５６０．０４４０．０４４０．０５４０．０４０氷 見氷 見 市

〇〇〇〇〇〇〇〇〇×０．０５２０．０４６０．０３２０．０５００．０４３新湊三日曽根

射 水 市 〇〇〇〇〇〇〇〇〇×０．０５８０．０４４０．０４００．０４５０．０４３新 湊 海 老 江

〇〇〇〇〇〇〇〇〇×０．０５６０．０４３０．０４１０．０４９０．０３９小 杉 太 閤 山

〇〇〇〇〇〇〇〇〇×０．０５２０．０４６０．０４５０．０４５０．０３８魚 津魚 津 市
新
川
地
域

〇〇〇〇〇〇〇〇××０．０４７０．０３９０．０３００．０３８０．０３４黒 部 植 木黒 部 市

〇〇〇〇〇〇〇〇〇×０．０４５０．０３７０．０３６０．０４６０．０３４入 善入 善 町

〇〇〇〇〇〇〇×〇×０．０５６０．０４５０．０４４０．０５８０．０４２砺 波砺 波 市砺
波
・
小
矢
部
地
域

〇〇〇〇〇〇〇〇〇×０．０３９０．０４８０．０４７０．０５５０．０４１小 矢 部小矢部市

〇〇〇〇〇〇〇〇〇×０．０５９０．０４７０．０４３０．０５４０．０４０福 野南 砺 市
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　表２‐４１　光化学オキシダント濃度の年度別推移（年平均値）

２５２４２３２２２１年　　　度
観　測　局

０．０３４０．０３５０．０３２０．０３４０．０３１富 山 水 橋

富 山 市

富
　
　
　
山
　
　
　
地
　
　
　
域

０．０３４０．０３５０．０３２０．０３６０．０３３富 山 岩 瀬

０．０３２０．０３４０．０３２０．０３２０．０３０富 山 芝 園

０．０３００．０２９富 山 神 明

０．０３４０．０３４０．０３１０．０３５０．０３０富 山 蜷 川

０．０３３０．０３４０．０３１０．０３３０．０３１婦 中 速 星

０．０３００．０３２０．０２９０．０２９０．０２７滑 川 上 島
滑 川 市

０．０３８０．０３８０．０３７滑 川 大 崎 野

０．０３６０．０３７０．０３６０．０３８０．０３６高 岡 伏 木

高 岡 市

高
　
　
岡
　
　
・
　
　
射
　
　
水
　
　
地
　
　
域

０．０３１高 岡 能 町

０．０３３０．０３３０．０３１０．０３２０．０２７高 岡 本 丸

０．０３３０．０３３０．０３１０．０３３０．０３０高 岡 戸 出

０．０３００．０３００．０３１０．０３０福 岡

０．０３４０．０３５０．０３２０．０３４０．０２８氷 見氷 見 市

０．０３３０．０３５０．０３３０．０３４０．０３２新湊三日曽根

射 水 市 ０．０３３０．０３６０．０３２０．０３４０．０３１新 湊 海 老 江

０．０３１０．０３１０．０２９０．０３００．０２９小 杉 太 閤 山

０．０３５０．０３６０．０３３０．０３５０．０３２魚 津魚 津 市
新
川
地
域

０．０３２０．０３４０．０３１０．０３３０．０３１黒 部 植 木黒 部 市

０．０３３０．０３４０．０３２０．０３４０．０３１入 善入 善 町

０．０３５０．０３５０．０３３０．０３５０．０３１砺 波砺 波 市砺
波
・
小
矢
部
地
域

０．０３３０．０３３０．０３００．０３００．０２９小 矢 部小矢部市

０．０３３０．０３１０．０３２０．０３２０．０３０福 野南 砺 市

０．０３３０．０３４０．０３２０．０３３０．０３１年平均値

注１　測定は、紫外線吸収法によります。
　２　高岡能町については２１年度末、富山神明については２２年度末、滑川大崎野については２３年度末、
福岡については２４年度末に測定を廃止しました。

（単位：ppm）
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　表２‐４２　光化学オキシダントに係る環境基準の達成状況

注１　測定は、紫外線吸収法によります。
　２　高岡能町については２１年度末、富山神明については２２年度末、滑川大崎野については２３年度末、
福岡については２４年度末に測定を廃止しました。

１時間値が０．０６ppmを超えない場
合の割合（％）

１時間値の最高値（ppm）項　目

観　測　局

０．０６ppm以下であること基　準

２５２４２３２２２１２５２４２３２２２１年　度

９５．２９４．９９４．８９４．８９４．８０．０９８０．０８５０．１０４０．１０００．１０６富 山 水 橋

富 山 市

富
　
　
　
山
　
　
　
地
　
　
　
域

９５．４９５．３９４．７９３．２９４．００．０９８０．０８５０．１０５０．０９８０．１０５富 山 岩 瀬

９６．７９４．７９５．１９５．７９５．６０．０９９０．０８６０．１０２０．１０１０．１００富 山 芝 園

９５．４９５．８０．０９８０．０９６富 山 神 明

９４．９９５．２９５．４９３．９９６．４０．０９８０．０９２０．０９９０．１０４０．０９０富 山 蜷 川

９６．３９５．２９５．１９５．５９５．３０．０９９０．０８９０．１０３０．０９６０．０９７婦 中 速 星

９５．６９５．５９５．３９５．２９５．２０．０９５０．０９００．１０００．１０６０．１０４滑 川 上 島
滑 川 市

９２．２９３．２９２．７０．１０２０．１０９０．１０５滑 川 大 崎 野

９４．８９４．７９４．８９３．１９４．５０．１０２０．０９４０．１０２０．０９８０．１０２高 岡 伏 木

高 岡 市

高
　
　
岡
　
　
・
　
　
射
　
　
水
　
　
地
　
　
域

９５．５０．０９７高 岡 能 町

９５．９９６．３９６．３９５．９９５．９０．１０００．０８６０．１０００．０９４０．０９８高 岡 本 丸

９５．２９５．０９５．５９４．６９５．２０．１０００．０８９０．０９９０．０９７０．０９７高 岡 戸 出

９６．７９６．０９４．０９４．９０．０９３０．１０１０．１０４０．１０３福 岡

９４．８９４．３９５．９９３．５９５．７０．０９９０．０９２０．１０１０．０９４０．０９４氷 見氷 見 市

９３．８９４．１９４．８９４．１９４．２０．０９９０．０８５０．１０２０．０９８０．０９７新湊三日曽根

射 水 市 ９５．１９５．６９５．９９４．６９５．１０．１０２０．０８４０．０９３０．０９１０．０９４新 湊 海 老 江

９４．７９６．４９６．３９５．８９５．７０．０９７０．０８６０．０９３０．０９６０．１０６小 杉 太 閤 山

９４．２９４．９９５．０９３．５９５．２０．０９７０．０９００．０９８０．０９５０．１０８魚 津魚 津 市
新
川
地
域

９７．６９６．８９６．４９５．４９５．４０．０８６０．０８６０．０９９０．０９４０．１０６黒 部 植 木黒 部 市

９６．８９５．８９６．３９５．９９５．６０．０９５０．０８８０．１０３０．０９５０．１０６入 善入 善 町

９５．２９５．１９６．０９４．８９５．８０．０９８０．０８７０．０９８０．０９６０．０９６砺 波砺 波 市砺
波
・
小
矢
部
地
域

９４．４９４．６９６．１９４．６９５．２０．１０４０．０９４０．１０２０．０９６０．０９８小 矢 部小矢部市

９４．５９４．９９５．０９３．８９４．５０．１０１０．０９４０．１０３０．１０３０．１０６福 野南 砺 市
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　表２‐４３　炭化水素濃度の年度別推移（年平均値）

２５２４２３２２年　度
項　目観　測　局

０．１６０．１５０．１７非 メ タ ン 炭 化 水 素

富 山 岩 瀬

富 山 市

富
　
　
山
　
　
地
　
　
域

１．９３１．９２１．９２メ タ ン

２．０９２．０７２．０９全 炭 化 水 素

０．０７０．０６０．０７非 メ タ ン 炭 化 水 素

婦 中 速 星 １．９５１．９２１．９２メ タ ン

２．０２１．９８１．９９全 炭 化 水 素

０．１１０．０９０．１００．１１非 メ タ ン 炭 化 水 素

高 岡 伏 木高 岡 市

高
　
岡
　
・
　
射
　
水
　
地
　
域

１．８６１．８４１．８３１．８５メ タ ン

１．９７１．９３１．９３１．９６全 炭 化 水 素

０．１１０．１１０．１２非 メ タ ン 炭 化 水 素

新 湊 三 日 曽 根射 水 市 １．９１１．８９１．８９メ タ ン

２．０１２．００２．０２全 炭 化 水 素

０．１２０．１００．１１０．１０非 メ タ ン 炭 化 水 素

魚 津魚 津 市
新
川
地
域

１．９５１．９０１．８８１．８８メ タ ン

２．０７２．００１．９９１．９９全 炭 化 水 素

０．０７０．０８０．１０非 メ タ ン 炭 化 水 素

福 野南 砺 市

砺
波
・
小
矢
部
地
域

１．９３１．９１１．９１メ タ ン

２．０１１．９９２．０１全 炭 化 水 素

０．１１０．１００．１１０．１１非 メ タ ン 炭 化 水 素

平　　　均 １．９２１．９０１．８９１．８７メ タ ン

２．０３２．００２．０１１．９８全 炭 化 水 素

注１　測定は、水素炎イオン化法によります。
　２　高岡伏木及び魚津については２２年度、富山岩瀬、婦中速星、新湊三日曽根及び福野については
２３年度から測定を開始しました。

（単位：ppmC）
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　表２‐４４　微小粒子状物質濃度の年度別推移（年平均値）
（単位：μg ／㎥）

２５２４２３２２観 測 局

１０．５１０．５富 山 岩 瀬
富 山 地 域

１０．９婦 中 速 星

１５．０１５．６高 岡 伏 木高 岡 ・
射 水 地 域 １４．６１２．８１２．７１３．４小 杉 太 閤 山

１３．０魚 津新 川 地 域

１３．７福 野砺波・小矢部地域

注１　測定は、β線吸収法によります。
　２　小杉太閤山については、環境省実施の「微小粒子状物質（PM２．５）モニ

タリング試行事業」により設置し、２２年度から測定を開始しました。
　３　富山岩瀬、高岡伏木については２４年度、婦中速星、魚津、福野について

は２５年度から測定を開始しました。

　表２‐４５　微小粒子状物質に係る環境基準の達成状況

注１　測定は、β線吸収法によります。
　２　短期基準による適（○）とは、年間にわたる１時間値の１日平均値のうち、低い方から数えて９８％

目にあたる値が、３５μg／㎥以下であることをいいます。
　３　長期基準による適（○）とは、１年平均値が１５μg／㎥以下であることをいいます。
　４　小杉太閤山については、環境省実施の「微小粒子状物質（PM２．５）モニタリング試行事業」によ

り設置し、２２年度から測定を開始しました。
　５　富山岩瀬、高岡伏木については２４年度、婦中速星、魚津、福野については２５年度から測定を開始

しました。

長期基準による
適（○）、否（×）

短期基準による
適（○）、否（×）

１日平均値の９８パーセンタイル値（μg ／㎥）項　　目

観　測　局

３５μg ／㎥以下であること基　　準

２５２４２３２２２５２４２３２２２５２４２３２２年　　度

〇〇〇〇３３．９３３．７富 山 岩 瀬
富 山 地 域

〇〇２８．９婦 中 速 星

〇×××３８．８３６．５高 岡 伏 木高 岡 ・
射 水 地 域 〇〇○○×〇○×４２．３３４．７３３．８３６．０小 杉 太 閤 山

〇×３６．４魚 津新 川 地 域

〇×３８．５福 野砺波・小矢部地域
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（２６年３月現在）
　表２‐４６　自動車排出ガス観測局の概要

測　定　項　目　等調査機関設置年度所　在　地観　測　局市

・一酸化炭素（非分散型赤外分析
計を用いる方法）
・窒素酸化物（オゾンを用いる化
学発光法）
・炭化水素（水素炎イオン化法）
・浮遊粒子状物質（β線吸収法）
・微小粒子状物質（β線吸収法）
・テレメータ化

市Ｈ　５豊 田 町富 山 豊 田

富山市 市Ｓ４７本 丸富 山 城 址

市Ｈ　３婦中町上田島婦 中 田 島

県Ｈ１６大 坪 町高 岡 大 坪高岡市

県Ｈ　３鷲 塚小 杉 鷲 塚
射水市

県Ｈ１６橋 下 条小 杉 下 条

県Ｈ　３前 沢黒 部 前 沢黒部市

７計

注１　１６年度に高岡広小路を廃止し、より交通量の多い一般国道８号沿線の状況を監視する高岡大坪を
新設し、１７年度から監視を開始しました。

　２　１６年度に小杉下条を新設し、１７年度から監視を開始しました。
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　表２‐４７　自動車排出ガス観測局における測定結果の年度別推移（年平均値）

２５２４２３２２２１年　度
項目（単位）観測局

０．４０．４０．５　０．４　０．４（ppm）一酸化炭素
富
　
山
　
豊
　
田富

　
　
　
　
　
山
　
　
　
　
　
市

０．００９０．０１１０．０１２０．０１２０．０１４（ppm）一酸化窒素
０．０１６０．０１８０．０１８０．０１９０．０１９（ppm）二酸化窒素
０．０２５０．０２８０．０３００．０３００．０３４（ppm）窒素酸化物
０．１５０．１５０．１７　０．２１　０．２０（ppmC）非メタン炭化水素
１．９０１．９０１．９１　１．９１　１．９７（ppmC）メタン
２．０６２．０５２．０８　２．１２　２．１７（ppmC）全炭化水素
０．０２１０．０１９０．０２１０．０２００．０２１（㎎／㎥）浮遊粒子状物質
０．４０．４０．４　０．４　０．３（ppm）一酸化炭素

富
　
山
　
城
　
址

０．００４０．００４０．００６０．００５０．００６（ppm）一酸化窒素
０．０１２０．０１３０．０１５０．０１４０．０１５（ppm）二酸化窒素
０．０１６０．０１７０．０２００．０２００．０２１（ppm）窒素酸化物
０．１１０．１１０．１８　０．１０　０．１０（ppmC）非メタン炭化水素
１．９２１．９１１．９２　１．８９　１．８９（ppmC）メタン
２．０３２．０２２．０９　１．９９　１．９９（ppmC）全炭化水素
０．０１６０．０１５０．０１５０．０１７０．０１７（㎎／㎥）浮遊粒子状物質

０．３　０．３（ppm）一酸化炭素
婦
　
中
　
田
　
島

０．００５０．００５０．００７０．００７０．００７（ppm）一酸化窒素
０．０１１０．０１２０．０１４０．０１６０．０１５（ppm）二酸化窒素
０．０１６０．０１７０．０２２０．０２３０．０２２（ppm）窒素酸化物

０．０９　０．０９（ppmC）非メタン炭化水素
１．８８　１．８７（ppmC）メタン
１．９７　１．９６（ppmC）全炭化水素

０．０１５０．０１３０．０１６０．０１６０．０１６（㎎／㎥）浮遊粒子状物質
０．３０．４０．４　０．４　０．４（ppm）一酸化炭素

高
岡
大
坪

高
　
　岡
　　
市

０．０１６０．０１８０．０２１０．０２６０．０３３（ppm）一酸化窒素
０．０２２０．０２４０．０２４０．０２４０．０２０（ppm）二酸化窒素
０．０３８０．０４２０．０４５０．０５００．０５４（ppm）窒素酸化物
０．１２０．１３０．１３　０．１５　０．１５（ppmC）非メタン炭化水素
１．９２１．９１１．９０　１．９０　１．８８（ppmC）メタン
２．０４２．０４２．０３　２．０５　２．０４（ppmC）全炭化水素
０．０２００．０２１０．０２１０．０２３０．０２０（㎎／㎥）浮遊粒子状物質
１７．０１８．４１６．７　（主／㎥）微小粒子状物質
０．３０．３０．３　０．３　０．３（ppm）一酸化炭素

小
　
杉
　
鷲
　
塚

射
　
　
　
水
　
　
　
市

０．００３０．００４０．００５０．００４０．００５（ppm）一酸化窒素
０．００９０．００９０．０１１０．０１００．０１１（ppm）二酸化窒素
０．０１３０．０１３０．０１６０．０１４０．０１６（ppm）窒素酸化物
０．１１０．１００．１０　０．１１　０．１０（ppmC）非メタン炭化水素
１．９５１．９４１．９４　１．９５　１．９３（ppmC）メタン
２．０５２．０４２．０４　２．０５　２．０３（ppmC）全炭化水素
０．０１７０．０１７０．０１８０．０１７０．０１５（㎎／㎥）浮遊粒子状物質
０．０１７０．０１２０．０１００．００９０．００８（ppm）一酸化窒素小

杉
下
条

０．０１５０．０１２０．０１２０．０１２０．０１３（ppm）二酸化窒素
０．０３２０．０２４０．０２２０．０２２０．０２１（ppm）窒素酸化物
０．０１９０．０１８０．０１８０．０１８０．０１７（㎎／㎥）浮遊粒子状物質
０．００７０．００８０．００８０．００９０．０１０（ppm）一酸化窒素黒

　
部
　
前
　
沢

黒
　
　部
　　
市

０．０１２０．０１３０．０１４０．０１５０．０１５（ppm）二酸化窒素
０．０１９０．０２１０．０２３０．０２４０．０２５（ppm）窒素酸化物

０．０９（ppmC）非メタン炭化水素
１．９２（ppmC）メタン
２．００（ppmC）全炭化水素

０．０２７０．０２６０．０２５０．０２４０．０２４（㎎／㎥）浮遊粒子状物質
０．４０．４０．４　０．４　０．３（ppm）一酸化炭素

年平均値 ０．０１４０．０１４０．０１５０．０１６０．０１５（ppm）二酸化窒素
０．０１９０．０１８０．０１９０．０１９０．０１９（㎎／㎥）浮遊粒子状物質
１７．０１８．４１６．７　（主／㎥）微小粒子状物質

注１　測定は、一酸化炭素は非分散型赤外分析計を用いる方法、その他の項目は一般環境観測局の測定方法と同じです。
　２　窒素酸化物は、一酸化窒素と二酸化窒素とを加えたものです。
　３　全炭化水素は、非メタン炭化水素とメタンとを加えたものです。
　４　黒部前沢の非メタン炭化水素、メタン及び全炭化水素については２１年度末、婦中田島の一酸化炭素、非メタン炭化水素、メタン及び全炭化水素
については２２年度末に測定を廃止しました。

　５　高岡大坪の微小粒子状物質については２３年度から測定を開始しました。
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　表２‐４８　自動車排出ガス観測局における環境基準の達成状況

注１　測定は、非分散型赤外分析計を用いる方法によります。
　２　長期的評価による適（○）とは、年間にわたる１時間値の１日平均値のうち、高い方から２％の

範囲にあるものを除外した後の最大値が１０ppm以下であり、かつ、年間を通じて１日平均値が
１０ppmを超える日が２日以上連続しないことをいいます。

　３　婦中田島については２２年度末に測定を廃止しました。

　　敢　一酸化炭素

長期的評価による
適（○）、否（×）

１日平均値が１０ppm
を超えた日が２日以上
連続の有無

１日平均値の２％除外値
（ppm）項　目

観測局
無１０ppm以下であること基　準

２５２４２３２２２１２５２４２３２２２１２５２４２３２２２１年　度
〇〇〇〇〇無無無無無０．６０．６０．７０．７０．７富 山 豊 田

富山市 〇〇〇〇〇無無無無無０．６０．７０．７０．６０．７富 山 城 址
―――〇〇―――無無―――０．６０．５婦 中 田 島
〇〇〇〇〇無無無無無０．６０．６０．７０．７０．８高 岡 大 坪高岡市
〇〇〇〇〇無無無無無０．５０．５０．６０．７０．５小 杉 鷲 塚射水市

　　桓　浮遊粒子状物質

注１　測定は、β線吸収法によります。
　２　短期的評価による適（○）とは、１時間値の１日平均値がすべての有効測定日（１日２０時間以上の

測定が行われた日をいう。）で０．１０mg／m３以下であり、かつ、１時間値がすべての測定時間におい
て０．２０mg／m３以下であることをいいます。

　３　長期的評価による適（○）とは、年間にわたる１日平均値のうち、高い方から２％の範囲内にある
ものを除外した後の最大値が０．１０mg／m３以下であり、かつ、年間を通じて１日平均値が０．１０mg／
m３を超える日が２日以上連続しないことをいいます。

長期的評価による
適（○）、否（×）

短期的評価による
適（○）、否（×）

１日平均値の２％除外値（mg／m３）項　目

観測局
０．１０mg/m３以下であること基　準

２５２４２３２２２１２５２４２３２２２１２５２４２３２２２１年　度
〇〇〇〇〇〇〇○○×０．０５６０．０４５０．０４００．０４９０．０４５富山豊田

富山市 〇〇〇〇〇〇〇○○×０．０４８０．０４００．０３５０．０４４０．０３８富山城址
〇〇〇〇〇〇〇○○×０．０５５０．０４００．０４４０．０４３０．０４１婦中田島
〇〇〇〇〇〇〇○○×０．０５８０．０５１０．０４５０．０５９０．０４８高岡大坪高岡市
〇〇〇〇〇〇〇○○×０．０６９０．０４７０．０４３０．０４６０．０３９小杉鷲塚射水市 〇〇〇〇〇〇〇○○×０．０４８０．０４２０．０４１０．０４５０．０３８小杉下条
〇〇〇〇〇〇〇○○×０．０６２０．０５４０．０４６０．０５１０．０４８黒部前沢黒部市

注１　測定は、オゾンを用いる化学発光法によります。
　２　長期的評価による適（○）とは、年間にわたる１時間値の１日平均値のうち、低い方か

ら数えて９８％目にあたる値が、０．０４ppmから０．０６ppmのゾーン内又はそれ以下であるこ
とをいいます。

　　柑　二酸化窒素

長期的評価による適
（○）、否（×）

１日平均値の９８％値（ppm）項　目

観測局

０．０４ppmから０．０６ppmまでのゾーン
内又はそれ以下であること基　準

２５２４２３２２２１２５２４２３２２２１年　度
〇〇〇〇〇０．０３１０．０３５０．０３６０．０３３０．０３５富 山 豊 田

富山市 〇〇〇〇〇０．０２２０．０２７０．０３００．０２６０．０２９富 山 城 址
〇〇〇〇〇０．０２１０．０２５０．０２７０．０２９０．０２９婦 中 田 島
〇〇〇〇〇０．０４００．０４００．０４２０．０４３０．０３６高 岡 大 坪高岡市
〇〇〇〇〇０．０２１０．０２２０．０２６０．０２４０．０２４小 杉 鷲 塚射水市 〇〇〇〇〇０．０２８０．０２８０．０２７０．０２７０．０２９小 杉 下 条
〇〇〇〇〇０．０２５０．０２６０．０２８０．０３００．０２８黒 部 前 沢黒部市
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　　棺　微小粒子状物質

注１　測定は、β線吸収法によります。
　２　短期基準による適（○）とは、年間にわたる１時間値の１日平均値のうち、低い方から数えて９８％

目にあたる値が３５μg／m３以下であることをいいます。
　３　長期基準による適（○）とは、１年平均値が１５μg／m３以下であることをいいます。
　４　２３年度から測定を開始しました。

長期基準による
適（○）、否（×）

短期基準による
適（○）、否（×）

１日平均値の９８パーセンタイル値（μg／㎥）項　目

観測局
３５μg/m３以下であること基　準

２５２４２３２５２４２３２５２４２３年　度

××××××４３．５４０．３３９．２高岡大坪高岡市

　表２‐４９　ばい煙発生施設数の年度別推移

２５２４２３２２２１年　　度
種　　類

２，１９０２，１３６２，０６４２，０５２２，０２１ボ イ ラ ー
１７０１７９１７８１７５１７７金 属 溶 解 炉
１７６１７７１７３１７１１７１金 属 加 熱 炉
６８６８７１７５７８焼 成 炉 ・ 溶 融 炉
９２９５９６９４９６乾 燥 炉
２３２３２３２３２３電 気 炉
５４５５５３５４５７廃 棄 物 焼 却 炉
１１３３３銅・鉛・亜鉛精錬用施設
４４５７５７５９５９塩素・塩化水素反応施設
９６８９８６８７８７ガ ス タ ー ビ ン
２８１２７２２８７２８２２８２デ ィ ー ゼ ル 機 関
５８５８６３６３５７そ の 他

３，２５３３，２１０３，１５４３，１３８３，１１１合　　　　　計
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（２６年３月３１日現在）
　表２‐５０　大気汚染防止法に基づくばい煙発生施設の届出状況

ば　　　い　　　煙　　　発　　　生　　　施　　　設　　　数

工
場
・
事
業
場
数

市
　
　
郡
　
　
名

計

３１３０２９２７２１１９１４１３１２１１１０９８の２７６５４３２１
ガ

ス

機

関

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

用

施

設

硝

酸

製

造

反

応

施

設

複
合
肥
料
製
造
用

反
応
施
設
等

塩
素
・
塩
化
水
素

精
練
用
施
設

銅
・
鉛
・
亜
鉛

廃
棄
物
焼
却
炉

電

気

炉

乾

燥

炉

直

火

炉

反

応

炉

溶

融

炉

焼

成

炉

燃

焼

炉

石
油
加
熱
炉

金
属
加
熱
炉

金
属
溶
解
炉

溶

鉱

炉

転
炉
・
平
炉

炉
・
煆
焼
炉

焙
焼
炉
・
焼
結

加

熱

炉

ガ
ス
発
生
炉

ボ

イ

ラ

ー

１，２１１０１２４３６７６２０１３６１６７６０１１３４５３０１１８７０５１３富 山 市
５６３０３４１７００３３０１２４１７１４３００２３４２１３０３６０２４６高 岡 市
１０３０１２９００８０００２０１０００００００７１５０魚 津 市
８４０７１００００６０７００００２１５０１０４５４３氷 見 市
９５０１０２００００００４０００００００００７９３６滑 川 市
１９９０２８４０００１１０７００００１７１８０００１２３５７黒 部 市
１４４０６１７００００５０５００００９１３０００８９６６砺 波 市
９００６１００００１０８０３００３２０００６６５０小矢部市
１４２０１０１００００００４００００７１０００１１９７５南 砺 市
３７３３２９５００１０８１２１０００００６４３５０００２０６１０６射 水 市
１５４０４２００００５１１２０１００５２８０００９６５５中新川郡
９５０１１１００００３００００００１１３０００６６３４下新川郡

３，２５３３２８１９６７６４４１５４２３９２２１６８１１３１７６１７０１５１２，１９０１，３３１合　　計

　表２‐５１　大気汚染防止法に基づく一般粉じん発生施設の届出状況

計
粉　じ　ん　発　生　施　設　数

工　場・
事業場数市 郡 名

ふるい破砕機
摩砕機

ベルトコンベア
バケットコンベア堆積場

２９２１６８２６８１２６７８富 山 市
１４５２２９７２４２３６高 岡 市
２２１１２０９１８魚 津 市
４６４７２５１０１０氷 見 市
２４１３８１２８滑 川 市
７９８２５２４２２１０黒 部 市
５２４１２１６２０１１砺 波 市
７６９２２１２３３２４小 矢 部 市
８７４１５４２２６２５南 砺 市
１３０２７７３４８２２射 水 市
１２４１３４６４０２５２２中 新 川 郡
８７４２４４５１４１２下 新 川 郡

１，１６４６８２８４４２５３８７２７６合　 　 計

（２６年３月３１日現在）
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（２６年３月３１日現在）
　表２‐５２　大気汚染防止法に基づく揮発性有機化合物（VOC）排出施設の届出状況

VOC　発　生　施　設　数

工
場
・
事
業
場
数

市
　
　
郡
　
　
名

計

９８７６５４３２１
貯

蔵

タ

ン

ク

工

業

用

洗

浄

施

設

グ

ラ

ビ

ア

印

刷

用

乾

燥

施

設

オ
フ
セ
ッ
ト
輪
転
印
刷
用
乾
燥
施
設

（
４
項
・
木
材
・
木
製
品
製
造
用
を
除
く
）

接

着

用

乾

燥

施

設

（
印
刷
回
路
、
粘
着
テ
ー
プ
等
、
包
装
材
料
製
造
用
）

接

着

用

乾

燥

施

設

塗

装

用

乾

燥

施

設

吹

付

塗

装

施

設

化

学

製

品

製

造

用

乾

燥

施

設
１１００３０３１０３１５富 山 市
３００００００００３２高 岡 市
０００００００００００魚 津 市
０００００００００００氷 見 市
４０００３０１０００２滑 川 市
３０００００３０００１黒 部 市
０００００００００００砺 波 市
１０００００００１０１小矢部市
０００００００００００南 砺 市
１０００００００１０１射 水 市
４００００２２０００１中新川郡
２００００１１０００１下新川郡
２９００３３６８０５４１４合　 計

　表２‐５３　大気汚染防止法に基づくアスベスト除去工事等作業の届出状況（２５年度）

計
封じ込め囲い込み除　去

市　郡　名
改造・補修改造・補修改造・補修解体

７４（４３）０（０）０（０）３６（１２）３８（３１）富 山 市
１８（１４）０（０）０（０）９　（６）９　（８）高 岡 市
１０　（５）０（０）０（０）３　（２）７　（３）魚 津 市
８　（３）０（０）０（０）１　（０）７　（３）氷 見 市
４　（３）０（０）０（０）１　（０）３　（３）滑 川 市
５　（２）０（０）０（０）３　（１）２　（１）黒 部 市
４　（４）０（０）０（０）１　（１）３　（３）砺 波 市
２　（１）０（０）０（０）１　（０）１　（１）小 矢 部 市
７　（４）０（０）０（０）１　（１）６　（３）南 砺 市
２０　（７）０（０）０（０）７　（１）１３　（６）射 水 市
１　（１）０（０）０（０）０　（０）１　（１）中 新 川 郡
７　（５）０（０）０（０）１　（０）６　（５）下 新 川 郡

１６０（９２）０（０）０（０）６４（２４）９６（６８）計

注　（　）は立入件数。
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　表２‐５４　大気関係立入調査状況（２５年度）

合

計

（
サ
ー
ビ
ス
業
等
）

そ

の

他

廃
棄
物
処
理
業

電

気

業

そ
の
他
の
製
造
業

製

造

業

輸
送
用
機
械
器
具

ス
・
電
子
回
路
製
造
業

電
子
部
品
・
デ
バ
イ

製

造

業

は
ん
用
機
械
器
具

金
属
製
品
製
造
業

非
鉄
金
属
製
造
業

鉄

鋼

業

製

造

業

窒
業
・
土
石
製
品

ゴ
ム
製
品
製
造
業

品

製

造

業

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

製
品
製
造
業

石
油
製
品
・
石
炭

化

学

工

業

紙
加
工
品
製
造
業

パ
ル
プ
・
紙
・

食
料
品
製
造
業

繊

維

工

業

業種

区分

４１２１
ば い じ ん

基
準
の
適
合
状
況

（　５）（　１）（　３）（　１）

２１１１２２６９有 害 物 質
及 び
有 害 ガ ス （３４９）（　１）（　１）（　３）（　１６）（２０３）（１２５）

９１１３４
ＶＯＣ施設

（　１１）（　１）（　１）（　３）（　６）

３４１２４２１７０１００００３０１３０００
小 計

（３６５）（　１）（　２）（　６）（　１６）（　１）（２０４）（　０）（　１）（　０）（　０）（　０）（　０）（　３）（　０）（１３１）（　０）（　０）（　０）

６０２３１２２２２３３２４１１９１３１ば い 煙
発 生 施 設届

出

確

認

（３５０）（　３２）（　１）（　４４）（　２６）（　２５）（　１７）（　１３）（　１３）（　５８）（　８）（　１）（　１）（　８６）（　１２）（　１１）（　２）

１０３７堆積場等の
粉 じ ん
発 生 施 設 （　９６）（　１２）（　８４）

７０２３４０２２２２３３２１１１０１９１３１
小 計

（４４６）（　３２）（　１３）（　０）（　４４）（　２６）（　２５）（　１７）（　１３）（　１３）（　５８）（　９２）（　１）（　０）（　１）（　８６）（　１２）（　１１）（　２）

１０４２４６４４３９２４３２１１１３１２２１３１
合 計

（８１１）（　３３）（　１５）（　６）（　６０）（　２７）（２２９）（　１７）（　１４）（　１３）（　５８）（　９２）（　１）（　３）（　１）（２１７）（　１２）（　１１）（　２）

２７１３２１１３１１３２指 導 件 数

注　数字は工場・事業場数、（　）は施設数
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　表２‐５５　大気汚染緊急時の措置

措　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置
区　分物質

自 動 車 等緊 急 時 協 力 工 場一　 　 般

・　不要不急の燃焼を自粛
するとともに注意報等の
発令に備えて、注意報等
の措置が行える体制をと
ることを要請

・　ばい煙を排出する者に
対し、不要不急の燃焼の
自粛、燃焼方法の改善等
による硫黄酸化物排出量
の減少について協力を要
請

情 報
硫

黄

酸

化

物

・　通常硫黄酸化物排出量
の２０％以上削減するよう
勧告

〃注意報

・　通常硫黄酸化物排出量
の５０％以上削減するよう
勧告

〃警　報

・　硫黄酸化物排出許容量
の８０％以上削減するよう
命令

〃重 大
警 報

・　不要不急の自動車を使
用しないこと並びに当該
地域への運行を自粛する
ことについて協力を要請

・　不要不急の燃焼を自粛
するとともに注意報等の
発令に備えて、注意報等
の措置が行える体制をと
ることを要請

・　ばい煙を排出する者に
対し、不要不急の燃焼の
自粛、燃焼方法の改善等
によるばい煙排出量の減
少について協力を要請

・　次の事項について注意
するよう周知

　敢　屋外になるべく出な
いようにする

　柑　屋外運動はさしひか
えるようにする

　桓　光化学スモッグの被
害を受けた人は、最寄
りの厚生センター（保
健所）に連絡する

情　報

オ

キ

シ

ダ

ン

ト

〃
・　燃料使用量等を通常使
用量の２０％以上削減（こ
れに準ずる措置を含む）
するよう勧告

〃注意報

〃
・　燃料使用量等を通常使
用量の３０％以上削減（こ
れに準ずる措置を含む）
するよう勧告

〃警　報

・　不要不急の自動車を使
用しないこと並びに当該
地域への運行を自粛する
ことについて協力を要請
・　県公安委員会に対し、
道路交通法の規定による
措置をとるべきことを要
請

・　燃料使用量等を通常使
用量の４０％以上削減（こ
れに準ずる措置を含む）
するよう命令〃重 大

警 報
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措　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置
区　分物質

自 動 車 等緊 急 時 協 力 工 場一　 　 般

・　不要不急の自動車を使
用しないこと並びに当該
地域への運行を自粛する
ことについて協力を要請

・　不要不急の燃焼を自粛
するとともに注意報等の
発令に備えて、注意報等
の措置を行える体制をと
ることを要請

・　ばい煙を排出する者に
対し、不要不急の燃焼の
自粛、燃焼方法の改善等
によるばい煙排出量の減
少について協力を要請

情 報浮

遊

粒

子

状

物

質

〃
・　燃料使用量等を通常使
用量の２０％以上削減（こ
れに準ずる措置を含む）
するよう勧告

〃注意報

・　不要不急の自動車を使
用しないこと並びに当該
地域への運行を自粛する
ことについて協力を要請
・　県公安委員会に対し、
道路交通法の規定による
措置をとるべきことを要
請

・　燃料使用量等を通常使
用量の４０％以上削減（こ
れに準ずる措置を含む）
するよう命令〃重 大

警 報

・　不要不急の自動車を使
用しないこと並びに当該
地域への運行を自粛する
ことについて協力を要請

・　不要不急の燃焼を自粛
するとともに注意報等の
発令に備えて、注意報等
の措置を行える体制をと
ることを要請

・　ばい煙を排出する者に
対し、不要不急の燃焼の
自粛、燃焼方法の改善等
によるばい煙排出量の減
少について協力を要請

情　報二
　
　
酸
　
　
化
　
　
窒
　
　
素

〃
・　燃料使用量等を通常使
用量の２０％以上削減（こ
れに準ずる措置を含む）
するよう勧告

〃注意報

・　不要不急の自動車を使
用しないこと並びに当該
地域への運行を自粛する
ことについて協力を要請
・　県公安委員会に対し、
道路交通法の規定による
措置をとるべきことを要
請

・　燃料使用量等を通常使
用量の４０％以上削減（こ
れに準ずる措置を含む）
するよう命令〃重 大

警 報
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　表２‐５７　地下水の水質測定地点数（２５年度）

　　敢　概況調査
測 定 機 関地　点　数市　町　村測 定 機 関地　点　数市　町　村
富 山 県７南 砺 市富 山 市２０富 山 市

〃８射 水 市富 山 県８高 岡 市
－０舟 橋 村〃３魚 津 市

富 山 県２上 市 町〃３氷 見 市
〃２立 山 町〃２滑 川 市
〃３入 善 町〃６黒 部 市
〃１朝 日 町〃６砺 波 市

７６合 計〃５小 矢 部 市

測 定 機 関地　点　数市　町　村測 定 機 関地　点　数市　町　村
富 山 県３南 砺 市富 山 県５高 岡 市

〃３射 水 市〃５氷 見 市
〃３砺 波 市

２２合 計〃３小 矢 部 市

　　柑　継続監視調査

　表２‐５６　公共用水域の水域別測定地点数（２５年度）
測　定　地　点　数

水域数水　　域　　名区
分 計国土交通省富　山　市富　山　県

５（　５）５（　５）４阿尾川、余川川、上庄川、仏
生寺川

河
　
　
　
　
　
川

８（　８）３（　３）５（　５）１小矢部川
３（　３）２（　２）１（　１）１庄川

６（　４）６（　４）３内川、下条川、新堀川（主幹
排水路を含む。）

１４（１１）５（　５）９（　６）１神通川（運河を含む。）
２（　２）２（　２）１常願寺川
５（　４）１（　１）４（　３）１白岩川

９　（８）９（　８）６上市川、中川、早月川、角川、
鴨川、片貝川

１（　１）１（　１）１黒部川

１０（１０）１０（１０）８黒瀬川、高橋川、吉田川、入川、
小川、木流川、笹川、境川

６３（５６）１３（１３）１０（　７）４０（３６）２７小　　　　計
２（　１）２（　１）１境川ダム貯水池（桂湖）

湖
　
　
沼

２（　１）２（　１）１有峰ダム貯水池（有峰湖）
２（　１）２（　１）１黒部ダム貯水池（黒部湖）
６（　３）２（　１）４（　２）３小　　　　計
６（　３）６（　３）１富山新港海

　
域

２２（２２）２２（２２）１富山湾
２８（２５）２８（２５）２小　　　　計
９７（８４）１３（１３）１２（　８）７２（６３）３２合　　　　計

注　（　）内は環境基準点数です。



１７９１７９

資
料
資
料
編編

　

３３
　
生
活
環
境
の
保

生
活
環
境
の
保
全全

注　１　測定値は、年平均値です。（ただし、ＢＯＤの測定値は、７５％水質値です。）
　　２　「７５％水質値」とは、全データをその値の小さいものから順に並べ、０．７５×ｎ番目（ｎはデー

タ数）の値であり、適否は、全データのうち７５％以上のデータが環境基準を満足しているものを
適（○印）としています。

　　３　「水域類型」のＡＡ、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤは、「水質汚濁に係る環境基準について（昭和４６年環境
庁告示第５９号）」に示された「河川」の類型を示します。

　表２‐５８　河川の主要測定地点（環境基準点）における水質測定結果（２５年度）
ＢＯＤ
（mg／ L ）

ＳＳ
（mg／ L ）

ＤＯ
（mg／L ）ｐＨ水域類型調 査 地 点水 域 名 適否

○０．９１１９．９７．４Ａ阿 尾 橋阿 尾 川
○１．２９８．８７．４Ａ間 島 橋余 川 川
○１．１１０９．１７．３Ｂ北 の 橋上 庄 川
○１．８６８．０７．４Ｃ八 幡 橋仏 生 寺 川
○２．１１１７．８７．６Ｃ中 の 橋湊 川
○１．５７９．２７．３Ｃ河 口小 矢 部 川
○１．２６９．４７．２Ｂ城 光 寺 橋
○１．１８９．９７．２Ａ国 条 橋
○０．８４１１　７．６AA太 美 橋
○１．６４１０　７．４Ｃ地 子 木 橋千 保 川
○０．８５１１　７．４Ａ新 祖 父 川 橋祖 父 川
○１．１６１１　７．７Ａ福 野 橋山 田 川
○０．６３１０　７．６AA二 ケ 渕 え ん 堤
○０．５４１０　７．３Ａ大 門 大 橋庄 川
○０．５未満６１１　７．４AA雄 神 橋
○０．９３１１　７．６Ａ末 端和 田 川
○１．４６８．９７．６Ｃ山 王 橋内 川
○１．３５９．７７．４Ｃ西 橋
○１．３８９．４７．３Ａ稲 積 橋下 条 川
○１．７８９．１７．３Ｂ白 石 橋新 堀 川
○０．８３１０　７．４Ｂ萩 浦 橋神 通 川
○１．１４１１　７．５Ａ神 通 大 橋
○０．５未満２１１　７．２Ａ新 国 境 橋宮 川
○０．５未満１１１　７．２Ａ新 猪 谷 橋高 原 川
○０．８４１０　７．５Ｂ四 ツ 屋 橋いたち川
○０．８４１１　７．５Ａ桜 橋松 川
○１．６５１０　７．４Ｂ高 田 橋井 田 川
○０．７５１１　７．４Ａ落 合 橋
○０．８４１１　７．１Ａ八 幡 橋熊 野 川
○０．６５９．６７．３Ｄ萩 浦 小 橋富 岩 運 河
○０．９７８．２７．０Ｄ岩 瀬 橋岩 瀬 運 河
○０．５５１１　７．２Ａ今 川 橋常 願 寺 川
○０．５５１１　７．２AA常 願 寺 橋
○０．５３９．９７．１Ａ東 西 橋白 岩 川
○１．１４１０　７．５Ａ泉 正 橋
○２．３３１０　７．５Ｃ流 観 橋栃 津 川
○１．０３１１　７．６Ａ寺 田 橋
○１．１４１０　７．５Ａ魚 躬 橋上 市 川
○１．２２１０　７．４Ｂ落 合 橋中 川
○０．５１１１　７．６AA早 月 橋早 月 川
○１．２４１１　７．５Ａ角 川 橋角 川
○１．２２１１　７．５Ｂ港 橋鴨 川
○０．９３１０　７．６Ａ末 端片 貝 川
○０．９１１１　７．８AA落 合 橋
○１．０３１１　７．８Ａ落 合 橋布 施 川
○１．４８１０　７．５Ａ石 田 橋黒 瀬 川
○２．０５１０　７．５Ｂ立 野 橋高 橋 川
○１．８４１０　７．５Ｂ吉 田 橋吉 田 川
○０．５未満５１１　７．３AA下 黒 部 橋黒 部 川
○１．１１３１１　７．７Ａ末 端入 川
○０．８７１１　７．６Ａ赤 川 橋小 川
○０．６１１１　７．６AA上 朝 日 橋
○１．０８１１　７．６Ａ舟 川 橋舟 川
○１．２５１１　７．６Ａ末 端木 流 川
○０．７１１１　７．６AA笹 川 橋笹 川
○０．７１１０　７．６AA境 橋境 川
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　表２‐５９　河川末端における水質（BOD）の年度別推移

２５年度２４年度２３年度２２年度２１年度
水 域 類 型

水 域 名
基準値

１．５１．１１．１１．５１．７８（５）Ｄ（Ｃ）小 矢 部 川

主
要
５
河
川

０．８１．１０．９１．４１．３５（３）Ｃ（Ｂ）神 通 川

０．５０．５０．８０．６０．６２Ａ庄 川

０．５０．８０．７０．８０．９２Ａ常 願 寺 川

０．５未満０．５０．５０．６０．６１ＡＡ黒 部 川

１．１１．１０．７１．２１．３３Ｂ上 庄 川

都
　
市
　
河
　
川

中

小
　

河

川

２２

２．１１．７１．８２．１２．２５Ｃ仏生寺川（湊川）

１．３１．４２．１２．１０．９５Ｃ内 川

１．３１．００．８０．９１．２３（２）Ｂ（Ａ）下 条 川

１．２１．２１．２１．０１．０３Ｂ中 川

１．２１．００．９０．８０．７２Ａ角 川

１．２１．０１．１０．８０．８３Ｂ鴨 川

１．４１．３１．２１．００．９２Ａ黒 瀬 川

２．０１．７１．１０．７０．８３Ｂ高 橋 川

１．２１．３１．１０．８０．８３（２）Ｂ（Ａ）木 流 川

０．９０．９０．７０．９１．３２Ａ阿 尾 川

そ

の

他

の

河

川

１．２０．９０．６０．８１．３２Ａ余 川 川

１．７１．３１．０１．２１．３３Ｂ新 堀 川

０．５０．７０．９１．１１．２３（２）Ｂ（Ａ）白 岩 川

１．１０．９０．８０．６０．５未満２Ａ上 市 川

０．５０．５０．６０．５未満０．５未満１ＡＡ早 月 川

１．０１．１０．８０．８０．６２Ａ片貝川（布施川）

１．８１．３０．９１．００．７３Ｂ吉 田 川

１．１１．１０．９０．６０．６２Ａ入 川

０．８１．００．７０．５０．５２Ａ小 川

０．７０．８０．７０．５未満０．５未満２（１）Ａ（ＡＡ）笹 川

０．７０．７０．６０．５未満０．５未満２（１）Ａ（ＡＡ）境 川

（単位：mg／L）

注　小矢部川、神通川、下条川及び白岩川は２２年度から、木流川、笹川及び境川は２３年度から（　）内
の類型及び基準値が適用されています。
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　表２‐６０　湖沼の主要測定地点（環境基準点）における水質測定結果（２５年度）

全りん
（mg／L）

ＣＯＤ
（mg／L）

ＳＳ
（mg／L）

ＤＯ
（mg／L）ｐＨ水　域

類　型調査地点水域名
適否適否

○０．００５○１．６６８．７７．１ＡⅡえん堤付近桂　湖

○０．００４○１．６１９．７７．１ＡⅡえん堤付近有峰湖

○０．００８○１．７３９．４６．８ＡⅡえん堤付近黒部湖

注１　測定値は、年平均値です。（ただし、CODの測定値は、７５％水質値です。）
　２　「７５％水質値」とは、全データをその値の小さいものから順に並べ、０．７５×ｎ番目（ｎはデータ

数）の値であり、適否は、全データのうち７５％以上のデータが環境基準を満足しているものを適
（○印）としています。

　３　「水域類型」のＡ及びⅡは、「水質汚濁に係る環境基準について（昭和４６年環境庁告示第５９号）」
に示された「湖沼」の類型を示します。

　表２‐６１　湖沼における水質（COD、全りん）の年度別推移

２５年度２４年度２３年度２２年度２１年度
水域類型

項　目水域名
基準値

１．６１．１１．３１．５１．４３ＡＣＯＤ
桂　 湖

０．００５０．００３未満０．００４０．００３０．００７０．０１Ⅱ全りん

１．６１．７１．９２．２１．８３ＡＣＯＤ
有 峰 湖

０．００４０．００５０．００５０．００４０．００４０．０１Ⅱ全りん

１．７１．５１．６１．８１．５３ＡＣＯＤ
黒 部 湖

０．００８０．００４０．００４０．００５０．００４０．０１Ⅱ全りん

注　測定値は、年平均値です。（ただし、CODの測定値は７５％水質値です。）

（単位：mg／L）
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　表２‐６２　海域の主要測定地点（環境基準点）における水質測定結果（２５年度）

COD
（mg／L）

DO
（mg／L）pH水域類型調　査　地　点水　域　名

適否

○２．１８．２８．３Ｂ小矢部川河口海域№２

小 矢 部 川
河 口 海 域

富

山

湾

○２．０８．３８．３Ｂ小矢部川河口海域№３

○１．９８．５８．３Ａ小矢部川河口海域№５

○１．９８．７８．３Ａ小矢部川河口海域№６

○１．８８．７８．３Ｂ神通川河口海域№１

神 通 川
河 口 海 域

○１．７８．８８．３Ｂ神通川河口海域№２

○１．６９．０８．３Ｂ神通川河口海域№３

○１．７８．９８．３Ａ神通川河口海域№４

○１．７９．０８．３Ａ神通川河口海域№５

○１．８９．２８．３Ａ神通川河口海域№６

○１．８８．６８．３Ａ小矢部川河口海域№７

そ の 他
富山湾海域

○１．７８．９８．３Ａ神通川河口海域№７

○１．５８．２８．２Ａその他地先海域№１

○１．６８．４８．２Ａその他地先海域№２

○１．９８．６８．３Ａその他地先海域№３

○２．０８．５８．２Ａその他地先海域№４

○１．９９．１８．３Ａその他地先海域№５

○１．８８．９８．３Ａその他地先海域№６

○２．０９．０８．３Ａその他地先海域№７

○１．７８．５８．３Ａその他地先海域№８

○１．５８．５８．３Ａその他地先海域№９

○１．２８．４８．３Ａその他地先海域№１０

○２．１８．４８．３Ｂ富山新港№１富 山 新 港 海 域

○３．３８．８７．９Ｃ姫野橋第一貯木場

○３．６９．５８．３Ｃ中央中野整理場

注　１　測定値は、年平均値です。（ただし、CODの測定値は、７５％水質値です。）
　　２　「７５％水質値」とは、全データをその値の小さいものから順に並べ、０．７５×ｎ番目（ｎはデー

タ数）の値であり、適否は、全データのうち７５％以上のデータが環境基準を満足しているものを
適（○印）としています。

　　３　「水域類型」のＡ、Ｂ及びＣは、「水質汚濁に係る環境基準について（昭和４６年環境庁告示第５９
号）」に示された「海域」の類型を示します。
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　表２‐６３　海域における水質（COD）の年度別推移

２５年度２４年度２３年度２２年度２１年度
水 域 類 型

水　　　　　　域
基準値

１．７１．６１．７１．８１．７２Ａ富　 山　 湾　 沿　 岸　 海　 域
（下記を除く富山湾全域）

２．１１．９１．９１．９１．８３Ｂ河口から１，２００ｍの範
囲内小矢部川

河口海域 １．９１．４１．８１．７１．７２Ａ河口から２，２００ｍの範
囲内（上記を除く）

１．７１．４２．０１．８１．６３Ｂ河口から１，８００ｍの範
囲内神 通 川

河口海域 １．７１．４１．９１．８１．７２Ａ河口から２，４００ｍの範
囲内（上記を除く）

３．５３．５３．８３．６３．２８Ｃ第１貯木場及び中野整
理場富山新港

海 域 ２．１１．８２．４２．２２．３３Ｂ富山新港港内（上記を
除く）

注　各調査地点の７５％水質値を各水域毎に平均した値です。

（単位：mg／L ）
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　表２‐６４　地下水の概況調査結果（２５年度）

定　量
下限値環境基準値

環境基
準超過
地点数

測定結果検出
地点

調　査
地点数調 査 項 目

０．０００３０．００３０ＮＤ０７６カドミウム

０．１検出されないこと０ＮＤ０７６全シアン

０．００５０．０１０ＮＤ０７６鉛

０．０２０．０５０ＮＤ０７６六価クロム

０．００５０．０１３ＮＤ～０．０２４５７６ひ素

０．０００５０．０００５０ＮＤ０７６総水銀

０．０００５検出されないこと－－－０アルキル水銀

０．００２０．０２０ＮＤ０７６ジクロロメタン

０．０００２０．００２０ＮＤ０７６四塩化炭素

０．０００２０．００２０ＮＤ０７６塩化ビニルモノマー

０．０００４０．００４０ＮＤ０７６１，２－ジクロロエタン

０．０１０．１０ＮＤ０７６１，１－ジクロロエチレン

０．００４０．０４０ＮＤ０７６１，２－ジクロロエチレン

０．０００５１０ＮＤ０７６１，１，１－トリクロロエタン

０．０００６０．００６０ＮＤ０７６１，１，２－トリクロロエタン

０．００２０．０３０ＮＤ０７６トリクロロエチレン

０．０００５０．０１０ＮＤ０７６テトラクロロエチレン

０．０００２０．００２０ＮＤ０７６１，３－ジクロロプロペン

０．０００６０．００６０ＮＤ０７６チウラム

０．０００３０．００３０ＮＤ０７６シマジン

０．００２０．０２０ＮＤ０７６チオベンカルブ

０．００１０．０１０ＮＤ０７６ベンゼン

０．００２０．０１０ＮＤ０７６セレン

０．１１００ＮＤ～３．８７０７６硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素

０．０８０．８０ＮＤ～０．５８４４７６ふっ素

０．１１０ＮＤ～０．２２７６ほう素

０．００５０．０５０ＮＤ０７６１，４－ジオキサン

注　ＮＤとは定量下限値未満です。

（単位：mg／L）
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（単位：mg／L）
　表２‐６５　地下水の継続監視調査結果（２５年度）

定 量
下 限 値

環 境
基準値

環 境 基 準
超過地点数

測 定 結 果
（㎎／Ｌ）

検 出
地点数

調 査
地点数調 査 地 域調 査 項 目

０．００５０．０１０ND０２氷見市窪ひ 素

０．００２０．０３
０ND～０．００２１２高岡市内免ト リ ク ロ ロ

エ チ レ ン ０ND～０．０２３１３小矢部市埴生

０．０００５０．０１

０ND～０．００１６１３高岡市戸出

テトラクロロ
エ チ レ ン

０ND～０．００２３２３砺波市安川

１ND～０．０２３１３小矢部市埴生

１ND～０．０３１２４南砺市本町

０．１１０

１１．１～１６３３氷見市諏訪野
硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素 ００．１～３．７２２射水市黒河

０８．９１１射水市大江

注１　ＮＤとは定量下限値未満です。
　２　測定結果は調査地点毎の年平均値です。
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　表２‐６６　地下水の継続監視調査結果の推移

２５年度２４年度２３年度２２年度２１年度調　査
地点数調査地域調査項目

NDNDNDND－２氷見市窪

ひ素
［０．０１］

－－－－－２小矢部市埴生

－－－ND～０．００７ND～０．００８２小矢部市五郎丸

－－－－ND～０．０２１２南砺市三清西

－－－ND～０．０１０－２南砺市舘

－－－－－２射水市堀江千石

－－－－－２射水市小杉白石

－－－－－２射水市黒河

－－－－ND～０．００７２射水市三ケ

－－－－－２射水市加茂

－－－NDND２射水市戸破

ND～０．００２NDND～０．００２ND～０．００２－２高岡市内免トリクロロ
エチレン
［０．０３］ ND～０．０２３ND～０．０１４ND～０．０１４ND～０．０２１ND～０．０２１３小矢部市埴生

ND～０．００１６ND～０．００２８ND～０．００３０ND～０．００２４ND～０．００２９３高岡市戸出

テトラクロ
ロエチレン
［０．０１］

ND～０．００２３ND～０．００２３ND～０．００２７ND～０．００２５ND～０．００２９３砺波市安川

ND～０．０２３ND～０．０２１ND～０．０１２ND～０．０２１０．００３２～
０．０１９３小矢部市埴生

ND～０．０３１ND～０．０２０ND～０．０２４ND～０．０１８ND～０．０２５４南砺市本町

－－－０．２～０．２０．２～０．２２高岡市長慶寺ほう素［１］

１．１～１６２．７～２０３．４～１８３．１～２２－３氷見市諏訪野
硝酸性窒素
及び亜硝酸
性窒素
［１０］

０．１～３．７ND～３．１ND～５．２ND～５．８ND～４．７２射水市黒河

８．９２．２ND～２．４ND～２．４ND～５．６１射水市大江

注１　調査項目の［　］内は、環境基準値を示しています。
　２　ＮＤとは、定量下限値（ひ素：０．００５㎎／L、トリクロロエチレン：０．００２㎎／L、テトラクロロエ

チレン：０．０００５㎎／L、ほう素：０．１㎎／L、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素：０．１㎎／L）未満です。
　３　測定結果は調査地点毎の年平均値です。

（単位：mg／L）
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　表２‐６７　水質汚濁防止法に基づく特定事業場数

計

そ

の

他

学
術
・
開
発
研
究
機
関

学

校

教

育

廃

棄

物

処

理

業

娯

楽

業

宿

泊

業

そ
の
他
の
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業

洗
濯
・
理
容
・
美
容
・
浴
場
業

そ

の

他

の

小

売

業

飲

食

料

品

小

売

業

水

道

業

電
気
機
械
器
具
製
造
業

金

属

製

品

製

造

業

非

鉄

金

属

製

造

業

窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業

化

学

工

業

木
材
・
木
製
品
製
造
業

飲
料
・
た
ば
こ
・
飼
料
製
造
業

食

料

品

製

造

業

鉱

業

農

業

業　種

市町村名

９５９１５６７１２１９１０１５０１３１４４１００５４３５５１５２４４３９４１９７８２２３１富 山 市

４３０５２２４５４５３９４５６９５９１４５１０１９８１２５４８７１８高 岡 市

１６９１７０３３３２２４２３７１６１００１２１１６２４８魚 津 市

２７２１５０１１２９８６１６９１４０４０６０２３６５１３８氷 見 市

１０７４１３１０４０１０１０１４４４１２７２５２９２１３滑 川 市

２０５１７０１１０５３５１０１０１１１０５１７０１３３９４３６黒 部 市

１８４２９１４２２１８２９１３２５１５１１４１１４３０４３６砺 波 市

１４７１７０２１２１３４１３１９１４０３０７１０１３７１０１２小矢部市

３３９２５１４２２１１７３２４１９１１８２３０１３２２６４８４４３南 砺 市

２５８４４１２２２１２６３３３３５１４０１６４１１６９１４７２８射 水 市

９００００００００００１１００２０００１０４舟 橋 村

６８９０１２１９１３２０２１１０８４０１１１７５上 市 町

１３２１５１０２１４０２６１０１２２０６０００１９３３１立 山 町

８２１１１１２０１３３７４０１２００２０１２１２２１８入 善 町

７０４００１１２００１２２０１１２０３０１２１３０７朝 日 町

３，４３１４１５１５３８４４３０６２２５８３５５２９８７２１１６２１１０５１９１４５７０３６５３５３９７２３０８計

（２６年３月３１日現在）

　表２‐６８　水質関係立入調査状況（２５年度）

計

そ

の

他

医

療

業

娯

楽

業

廃

棄

物

処

理

業

洗
濯
・
理
容
・
美
容
・
浴
場
業

協

同

組

合

飲

食

・

宿

泊

業

卸

売

業

・

小

売

業

運

輸

業

水

道

業

電

気

業

そ

の

他

の

製

造

業

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

電
気
機
械
器
具
製
造
業

一
般
機
械
器
具
製
造
業

金

属

製

品

製

造

業

非

鉄

金

属

製

造

業

鉄

鋼

業

窯
業
・
土
石
製
品
製
造
業

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
業

化

学

工

業

パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工
品
製
造
業

印

刷

・

同

関

連

産

業

繊

維

工

業

飲
料
・
た
ば
こ
・
飼
料
製
造
業

食

料

品

製

造

業

設

備

工

事

業

農

業

業　種

区　分

１９０１３２１４３１８３３２６１３３１３２２７４８３２２０３２７５２１１１立入調査件数

４１００００００００００００００００１００１００００１００排出水に係る
指 導 件 数
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　表２‐６９　公共用水域の主要測定地点における全窒素・全りんの水質測定結果（２５年度）

全　り　ん全　窒　素調　査　地　点　名水　　　域　　　名
０．０６００．６７阿 尾 橋阿 尾 川
０．０４８０．５５間 島 橋余 川 川
０．０８４０．６８北 の 橋上 庄 川
０．２２２．９八 幡 橋仏 生 寺 川
０．１６１．１中 の 橋湊 川
０．０５４１．０河 口小 矢 部 川
０．０４４０．５３太 美 橋
０．０７４０．８０地 子 木 橋千 保 川
０．０５５０．８０新 祖 父 川 橋祖 父 川
０．１２０．６５福 野 橋山 田 川
０．０５３０．３８二 ヶ 渕 え ん 堤
０．０１４０．２５大 門 大 橋庄 川
０．０１１０．２７雄 神 橋
０．０１６０．２９末 端和 田 川
０．０４９０．６９山 王 橋内 川
０．０６７０．７０西 橋
０．０８６０．９１稲 積 橋下 条 川
０．１１１．３白 石 橋新 堀 川
０．１２０．６１西 部 排 水 機 場西 部 主 幹 排 水 路
０．１６０．８７東 部 排 水 機 場東 部 主 幹 排 水 路
０．０２５１．６萩 浦 橋神 通 川
０．０２５０．９７神 通 大 橋
０．０２７０．４９新 国 境 橋宮 川
０．０１００．３９新 猪 谷 橋高 原 川
０．０３７０．６５四 ッ 屋 橋い た ち 川
０．０４１０．６８桜 橋松 川
０．０５５０．６３萩 浦 小 橋富 岩 運 河
０．０４７２．４岩 瀬 橋岩 瀬 運 河
０．０２００．３８今 川 橋常 願 寺 川
０．０５００．６４東 西 橋白 岩 川
０．０５２０．６１泉 正 橋
０．０４２０．５８流 観 橋栃 津 川
０．０２３０．４６寺 田 橋
０．０３７０．６２魚 躬 橋上 市 川
０．０５５０．７９落 合 橋中 川
０．００７０．５８早 月 橋早 月 川
０．０５００．６４角 川 橋角 川
０．０３９０．６４港 橋鴨 川
０．０３３０．７６落 合 橋片 貝 川
０．０３２０．５３落 合 橋布 施 川
０．０６１０．８６石 田 橋黒 瀬 川
０．０７３３．１立 野 橋高 橋 川

（単位：mg／L）
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全　り　ん全　窒　素調　査　地　点　名水　　　域　　　名
０．０３５１．０吉 田 橋吉 田 川
０．０１２０．２２下 黒 部 橋黒 部 川
０．０７７０．４５末 端入 川
０．０３８０．４５赤 川 橋小 川
０．００７０．３６上 朝 日 橋
０．０６００．４７舟 川 橋舟 川
０．０４４０．５１末 端木 流 川
０．０１２０．４３笹 川 橋笹 川
０．００５０．４７境 橋境 川
０．００５０．３２え ん 堤 付 近桂 湖

（ 境 川 ダ ム 貯 水 池 ） ０．００６０．３１湖 中 央
０．００４０．１８え ん 堤 付 近有 峰 湖

（ 有 峰 ダ ム 貯 水 池 ） ０．００４０．１９湖 中 央
０．００８０．２３え ん 堤 付 近黒 部 湖

（ 黒 部 ダ ム 貯 水 池 ） ０．０１００．１９湖 中 央
０．０４１０．２６富 山 新 港 № １富 山 新 港 海 域
０．０３７０．３０富 山 新 港 № ２
０．０５３０．５３富 山 新 港 № ３
０．０６１０．３７富 山 新 港 № ４
０．０９３０．５６姫 野 橋第 一 貯 木 場
０．０６７０．５９中 央中 野 整 理 場
０．０２１０．２９小矢部川河口海域№２小 矢 部 川富山湾
０．０２４０．３０小矢部川河口海域№３河 口 海 域
０．０１４０．２２小矢部川河口海域№５
０．０１５０．２１小矢部川河口海域№６
０．０１２０．２３神 通 川 河 口 海 域 №１神 通 川
０．０１３０．３６神 通 川 河 口 海 域 №２河 口 海 域
０．０１５０．２８神 通 川 河 口 海 域 №３
０．０１２０．２１神 通 川 河 口 海 域 №４
０．０１４０．３２神 通 川 河 口 海 域 №５
０．０１４０．２７神 通 川 河 口 海 域 №６
０．０１２０．２１小矢部川河口海域№７そ の 他
０．０１１０．１８神 通 川 河 口 海 域 №７富 山 湾
０．００８０．１５そ の 他 地 先 海 域 №１海 域
０．０１１０．１９そ の 他 地 先 海 域 №２
０．０１１０．１９そ の 他 地 先 海 域 №３
０．０１３０．２４そ の 他 地 先 海 域 №４
０．００９０．２１そ の 他 地 先 海 域 №５
０．０１１０．２５そ の 他 地 先 海 域 №６
０．０１００．２３そ の 他 地 先 海 域 №７
０．００９０．２２そ の 他 地 先 海 域 №８
０．００８０．１６そ の 他 地 先 海 域 №９
０．００８０．１５そ の 他 地 先 海 域 №１０
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　表２‐７０　河川における要監視項目測定結果（２５年度）
（単位：mg／L）

定　量
下限値指 針 値指　針　値

超過地点数測定結果検出
地点

調　査
地点数調　査　項　目

０．０００６０．０６０ND０５２ク ロ ロ ホ ル ム

０．００４０．０４０ND０５２トランス－１，２－ジクロロエチレン

０．００６０．０６０ND０５２１，２－ジクロロプロパン

０．０２０．２０ND０５２ｐ － ジ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン

０．０００３０．００３０ND０５２フ ェ ニ ト ロ チ オ ン

０．００４０．０４０ND０５２イ ソ プ ロ チ オ ラ ン

０．００３０．０３０ND０５２フ ェ ノ ブ カ ル ブ

０．０６０．６０ND０５２ト ル エ ン

０．０４０．４０ND０５２キ シ レ ン

０．００１－０ND～０．０４５１３５２ニ ッ ケ ル

０．００７０．０７０ND～０．０３１４５２モ リ ブ デ ン

０．００２０．０２０ND０５２ア ン チ モ ン

０．０２０．２０ND～０．１９３０５２全 マ ン ガ ン

０．０００２０．００２０ND～０．０００７１１５２ウ ラ ン

注　NDとは定量下限値未満です。
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　　柑　調査結果

測　　　　　定　　　　　項　　　　　目
調査
回数湖 沼 名 クロロフィルａ

（μg／L）
全りん
（mg／L）

全窒素
（mg／L）

ＤＯ
（mg／L）

ＳＳ
（mg／L）

ＣＯＤ
（mg／L）ｐＨ透明度

（ｍ）

１３　　０．００９０．３７８．７３１．７７．４２．４２刀利ダム貯水池

６．１０．００７０．３１８．７４１．３７．３２．９２朝日小川ダム貯水池

　表２‐７１　湖沼水質調査結果（２５年度）

　　敢　調査対象湖沼

主 な 利 水 目 的湛水面積
（km２）

有効貯水量
（千m３）所 在 地湖 沼 名

発電、農業１．０３２３，４００南砺市福光刀利刀 利 ダ ム 貯 水 池

発電、洪水調節０．２９　３，５８０下新川郡朝日町山崎字道口朝日小川ダム貯水池

注　測定値は年平均値です。

　表２‐７２　海水浴場水質調査結果（２５年度）

　　敢　開設前（５月）

判　定病原性大腸菌
Ｏ － １５７

透明度
（ｍ）

油 膜
の有無

ＣＯＤ
（mg／L）

ふ ん 便 性
大腸菌群数
（個／１００mL）

海　水　浴　場

水質ＡＡ不検出全透なし１．２２未満（氷見市）小 境

水質ＡＡ不検出全透なし１．４２未満（氷見市）島 尾

水質Ａ不検出全透なし１．４　２（高岡市）雨晴・松太枝浜

水質ＡＡ不検出全透なし１．３２未満（富山市）八 重 津 浜

水質Ａ不検出全透なし１．１１６（富山市）岩 瀬 浜

水質Ａ不検出全透なし１．３１８（富山市）浜 黒 崎

水質ＡＡ不検出全透なし１．５２未満（黒部市）石 田 浜

水質ＡＡ不検出全透なし１．７２未満（朝日町）宮崎・境海岸
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　　柑　開設中（７～８月）

判　定病原性大腸菌
Ｏ － １５７

透明度
（ｍ）

油 膜
の有無

COD
（mg／L）

ふ ん 便 性
大腸菌群数
（個／１００mL）

海　水　浴　場

水質ＡＡ不検出全透なし１．２２未満（氷見市）小 境

水質ＡＡ不検出全透なし１．２２未満（氷見市）島 尾

水質ＡＡ不検出全透なし１．３２未満（高岡市）雨晴・松太枝浜

水質Ａ不検出全透なし１．６　２（富山市）八 重 津 浜

水質Ａ不検出全透なし１．５　２（富山市）岩 瀬 浜

水質Ａ不検出全透なし１．０１１（富山市）浜 黒 崎

水質Ａ不検出全透なし１．９　３（黒部市）石 田 浜

水質ＡＡ不検出全透なし１．２２未満（朝日町）宮崎・境海岸

　表２‐７３　底質（重金属等）調査結果（２５年度）
調 査 結 果

調査地点名水域名区分 強熱減量
（％）

総クロム
（㎎／㎏）

ひ素
（㎎／㎏）

鉛
（㎎／㎏）

カドミウム
（㎎／㎏）

総水銀
（㎎／㎏）

５．３５９６．１２２０．４０．２０城 光 寺 橋小 矢 部 川

河
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川

１．６２１３．２６NDND国 条 橋

１．５１７０４．６３１０．３０．０９地 子 木 橋千 保 川

１．７４５６．６１５０．２０．０２新祖父川橋祖 父 川

１．１１９４．３１１０．１ND大 門 大 橋庄 川

２．２２６５．４１５０．２０．０１雄 神 橋

３．２３９５．１１３０．１０．０２芹 谷 橋和 田 川

４．３４０８．２４９ND０．０２成 子 大 橋神 通 川

１．４５０８．４１７００．１ND小 羽 付 近

１．０１００８．４１２０NDND新 猪 谷 橋高 原 川

１．５４０５．２１１ND０．０１落 合 橋赤 江 川

１．３ND３．９１２NDND長棟発電所長 棟 川

１．１ND２．２６NDND東 西 橋白 岩 川

６．８１３０１１　　１５０ND２．１　岩 瀬 橋岩 瀬 運 河
運
　
　
河

１５．２　９６０２１　　１５０１．７３．７　萩 浦 小 橋
富 岩 運 河

５．８９０１２　　９３２．５０．１８下 新 橋

５．４１５０８．２６５ND０．２６前 川 橋住 友 運 河

１．３１０５．４２６ND０．０２港 口

富 山 港
港
　
湾

７．６６０９．０６０ND０．１２港 中 央

８．７２５０１２　　１８００．１１．１　港 奥

－１００．５１０．１０．０１定量下限値

注　NDとは、定量下限値未満です。
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　表２‐７４　立山環境調査（河川等環境調査）結果（２５年度）
SS

（mg／L）
BOD

（mg／L）pH名　　　称区分

１未満０．５未満４．８み く り が 池

称
名
滝
上
流

１未満０．５未満７．０雷 鳥 沢

１未満０．５未満５．０紺谷川合流点下流

１未満０．５未満６．８大 谷 上 流

１未満０．５未満６．５一 の 谷

１未満０．５未満５．８ハ ン ノ キ 谷

４０．５未満７．０常 願 寺 川 瓶 岩 橋

称
名
滝
下
流

注　１　BOD欄中、「みくりが池」はCODの値です。
　　２　「紺谷川合流点下流」は、地獄谷からの流水の影響を受けています。

　表２‐７５　水生生物調査結果（２５年度）
調 査 団 体 名水質階級調査地点名河川名

親子わんぱく自然教室

Ⅰ高岡市醍醐新 又 口 用 水

Ⅰ南砺市　大門川河川公園
東 大 谷 川

Ⅰ南砺市　閑乗寺公園内

Ⅰ南砺市　平スキー場付近梨 谷 川

Ⅰ南砺市荒見崎　以速寺付近小矢部川支流

Ⅱ南砺市高瀬　あずまだち高瀬付
近勧 行 寺 川

Ⅱ

Ⅰ南砺市利賀　利賀国際キャンプ場内百 瀬 川

Ⅰ南砺市利賀　坂上砂利砕石プラント付近利 賀 川

Ⅰ糸魚川市小滝　明星岩壁下
小 滝 川

Ⅰ糸魚川市小滝　砂防堤下

Ⅰ郡上市高鷲町ひるがの　分水嶺公園御手洗川源流（庄川支流）

Ⅰ郡上市高鷲町西洞　夫婦滝下叺 谷

Ⅰ高山市荘川町牧戸　であいの森
庄 川

公益財団法人とやま環境財団
Ⅰ砺波市　雄神橋付近

Ⅰ入善町　墓ノ木自然公園キャンプ場黒 部 川

県立石動高等学校（科学部）

Ⅰ
小矢部市　島分橋下

小 矢 部 川
Ⅰ

Ⅰ
小矢部市　小矢部川大橋下

Ⅱ

県立入善高等学校（科学部）Ⅰ朝日町　境川中流境 川

４団体、延べ８４８人１８地点１４河川計

注　水質階級の判定と主な指標生物は以下のとおりです。
　　Ⅰ（きれいな水）　 　：ウズムシ類、カワゲラ類、ヒラタカゲロウ類
　　Ⅱ（少しきたない水）：ヒラタドロムシ類等
　　Ⅲ（きたない水）　 　：ミズムシ、タニシ類等
　　Ⅳ（大変きたない水）：エラミミズ、ユスリカ類等
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　図２‐３　騒音・振動苦情の発生源別推移

　図２‐４　一般地域の環境騒音の環境基準達成状況（２５年度）

注　（　）内の数値は、評価地点数に対する割合で、四捨五入により、合計が１００％とならない場合が
あります。
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　表２‐７６　自動車騒音の環境基準達成状況

　　敢　自動車騒音の環境基準達成状況（２５年度）

注１　調査区間数とは、面的評価を行った区間数です。
　２　評価対象戸数とは、調査区間における住居等の戸数です。
　３　達成区間数とは、調査区間における住居等の全てが昼間（６時～２２時）及び夜間（２２時～翌日６

時）ともに環境基準を達成している区間の数です。
　４　達成戸数とは、評価対象戸数のうち昼間及び夜間ともに環境基準を達成している住居等数です。

環境基準達成率（％）達 成 戸 数達成区間数評 価
対象戸数

調 査
区 間 数

道　路　種　別
（道路に面する地域）

５３２４０４５１高 速 道 路

９７２，００５６２，０７５１０国　　　　　道

９７４，９９７１０５，１２６１７県　　　　　道

１００４７１４７１市　　　　　道

９７７，０７３１７７，２９３２９計

　　柑　自動車騒音の環境基準達成率の経年変化

２５年度２４年度２３年度２２年度２１年度区　　　分

１７／２９（５９）１１／２５（４４）６／１４（４３）９／１４（６４）５／１７（２９）達成区間数／調査区間数

７，０７３／７，２９３
（９７）

４，３３２／６，３５７
（６８）

２，４１８／２，８８２
（８４）

４，１２５／４，１９９
（９８）

８，０５２／８，１７０
（９９）達成戸数／評価対象戸数

注　（　）内の数値は、調査区間数、評価対象戸数に対する達成数の割合で、単位は％です。

　表２‐７７　道路に面する地域の環境騒音調査結果（２５年度）

夜　　間
（２２時～６時）

昼　　間
（６時～２２時）

平　　均
測定地点数環境基準の

地域の類型 夜間昼間

３７～６１４１～６５５０５７７Ａ

４９～６４５１～７０５５６４１８Ｂ

３７～８７４０～７４５８６５３３Ｃ

５５～７０６２～７５６２６８２５特　例

４３～７１４２～７２５６５９１９その他

（単位：dB）

注　騒音の測定は、県、１０市町が１０２地点で実施しました。
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　表２‐７８　航空機騒音の年度別推移

２５年度２４年度２３年度２２年度２１年度調査時期調　査
地点名

５３６８６６６９６８春　季

富 山 市
萩 原

５２６８６８７０６９夏　季

５４６８６８７０６９秋　季

５２６７６８６８６９冬　季

５３６８６８６９６９年　間

５３６８６８６９６９春　季

富 山 市
塚 原

５０６７６８６９６８夏　季

５３６９６７７０６７秋　季

５０６８７０６８６９冬　季

５２６８６８６９６８年　間

５１６３６５６９６９春　季

富 山 市
新 保

５０６４６２６４６５夏　季

４９６３６４６４６７秋　季

５１６５６３６５６６冬　季

５０６４６４６６６７年　間

５４６９７０７０６９春　季

富 山 市
婦 中 町
萩 島

５１７０７０６８６８夏　季

５３６９６９６８７０秋　季

５３６４６７６７６７冬　季

５３６８６９６９６９年　間

類型Ⅱ（Lden６２以下）類型Ⅱ（WECPNL７５以下）環境基準

（単位：dB）

注１　騒音調査は各調査時期においてそれぞれ７日間連続測定しました。
　２　環境基準との評価は、年間値で行います。
　３　航空機騒音に係る環境基準については、２５年４月１日より評価指標がWECPNL

からLdenに変更されています。
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　表２‐７９　騒音規制法に基づく特定施設の届出状況
（２６年３月３１日現在）

計

鋳

型

造

型

機

射

出

成

形

機

合

成

樹

脂

用

印

刷

機

械

抄

紙

機

木

材

加

工

機

械

穀

物

用

製

粉

機

建
設
用
資
材
製
造
機
械

織

機

土
石
用
破
砕
機
等

空

気

圧

縮

機

等

金

属

加

工

機

械

工
場
・
事
業
場
数

市　町

５，０５３２１７５４７０２２２１２１９０１８６３，０８８８８８６２８富 山 市

３，５５２６８９４１０８２２５３０７６４５７２１，６１２６９１４５６高 岡 市

２７１０２０１８０２５０００２０１６５２３４８魚 津 市

３１５８１５０４０７２０２５１３７１０８３６氷 見 市

４０１０８２５０９０１０２２２１５１２１２４滑 川 市

２，９４８５９１４２５３７０１４００５１８１２５７３７７８３２黒 部 市

７６３０１１３１２０５００７２２７２３２５６７５８６砺 波 市

２２９０４１２５２２６２４３３２４３８３４４９小矢部市

１，１１６０５１２４０１２４１０４５５０３５６１０５１０３南 砺 市

１，９１２０１８２１０１９８１１７２８６７５１，００９２８７１２９射 水 市

１，６５００６８３０５１１１，４３５１１３４２２０上 市 町

１６００１６４４０００４１０２３９２３立 山 町

３９０６１０７０００１１３１０１３９１１４２２入 善 町

６００２３０２００００４８５１０朝 日 町

１８，８２０６７５１，０１８７５７１７９３５２９６２３，７３１４５４７，８７２３，２７０１，６６６計

　表２‐８０　公害防止条例に基づく騒音の届出工場・事業場の状況
（２６年３月３１日現在）

工場・事業場数市　町　村工場・事業場数市　町　村

２９７南 砺 市６３１富 山 市

１０８射 水 市４２０高 岡 市

０舟 橋 村８３魚 津 市

５９上 市 町１０１氷 見 市

２３立 山 町１５６滑 川 市

５３入 善 町１４８黒 部 市

３０朝 日 町１１２砺 波 市

２，２７０計４９小 矢 部 市
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　表２‐８１　騒音関係立入検査状況（２５年度）

合
　
　
　
　
　
　
　
　
計
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の

他
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物

処

理

業
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気
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子
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品
・
デ
バ
イ
ス
製
品
製
造
業

一
般
機
械
器
具
製
造
業

金

属

製

品

製

造

業

非

鉄

金

属

製

造

業

鉄

鋼

業

化

学

工

業

パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工
製
造
業

食

料

品

製

造

業

業　種

区　分

５２８０１４４３５６１３５３立入検査
件 数

　表２‐８２　道路交通振動の調査結果（２５年度）

夜間（dB）
（１９時～翌日８時）

昼間（dB）
（８時～１９時）測定地点数区　　　域　　　区　　　分

１７～４１
（６０）

２２～４９
（６５）１８

第１種低層住居専用地域、第２種低層
住居専用地域、第１種中高層住居専用
地域、第２種中高層住居専用地域、第
１種住居地域、第２種住居地域、準住
居地域

第 １ 種 区 域

２４～４７
（６５）

２２～５６
（７０）３１近隣商業地域、商業地域、準工業地域第 ２ 種 区 域

２０～４２２４～５６１３上記の区域以外

注１　（　　）は、道路管理者又は公安委員会に対する要請限度です。
　２　区域区分の地域は、都市計画法第８条第１項第１号に掲げる用途地域です。

注　件数は延べ件数です。
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　表２‐８３　振動規制法に基づく特定施設の届出状況

計

鋳

型

造

型

機

射

出

成

形

機

合

成

樹

脂

用

ロ

ー

ル

機

印

刷

機

械

木
材
加
工
機
械

ブ
ロ
ッ
ク
マ
シ
ン
等

コ
ン
ク
リ
ー
ト

織

機

土
石
用
破
砕
機
等

圧

縮

機

金
属
加
工
機
械

工
場
・
事
業
場
数

市　町

２，３６１５１５６１１９４２６１００２０８９００８６１３５８富 山 市

２，５０１７７９０２２５３５１１５３９７３７８８８６１３０６高 岡 市

１３１０１０００３００５８４２９２０魚 津 市

７４３３００００２０１９１８１１９氷 見 市

３０６０１４０１５３００２６１４８１００１５滑 川 市

５６６０１４６３０１５３０６７２８７７２００１６黒 部 市

３３７０９４０２０１００１６８１２９１５２１砺 波 市

１２８０３２２５５６３８０７３３２３小矢部市

５８８０３１０２６０４５５０７７１７３２南 砺 市

２５２０１６０３３０００６２７３６８５８射 水 市

１，５４６０３８００００１，４５３０５５０１３上 市 町

７３０４０２０００１５１１５１８立 山 町

１７４３００１００１１３２４７８１３入 善 町

１２０００３０００３３３５朝 日 町

９，０４９８８６３４３５２８５１２１２７２，８５３４２８２，３５７２，２２１９０７計

（２６年３月３１日現在）

　表２‐８４　振動関係立入検査状況（２５年度）
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飼
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（２６年３月３１日現在）
　表２‐８５　公害防止条例に基づく悪臭の届出工場・事業場の概要

工場・事業場数市　町　村工場・事業場数市　町　村

７７南 砺 市１５５富 山 市

５射 水 市３１高 岡 市

０舟 橋 村３０魚 津 市

３５上 市 町３６氷 見 市

１０５立 山 町１８滑 川 市

２４入 善 町１０４黒 部 市

３朝 日 町３４砺 波 市

６６７計１０小 矢 部 市

　表２‐８６　畜産業の悪臭実態調査結果（２５年度）
畜産業（養豚場等）業　　　　　種

４工場・事業場数

風上敷地境界風下敷地境界測　定　場　所

≦０．１０．１～０．２ア ン モ ニ ア特
定
悪
臭
物
質

ＮＤ～０．００９ＮＤ～０．０１１硫 化 水 素

ＮＤＮＤ～０．０１０プロピオン酸

ＮＤＮＤ～０．０００９ノルマル酪酸

volppm単 位

注　ＮＤとは、定量限界（アンモニア０．１ppm、硫化水
素０．００１ppm、プロピオン酸０．０００５ppm、ノルマル
酪酸０．０００２ppm）未満です。

　表２‐８７　畜産環境保全実態調査結果（２５年度）

主　な　処　理　施　設
調査戸数

区分

畜種 その他浄化処理強制発酵堆積発酵火力乾燥天日乾燥

１５－１０８１－－５９乳 用 牛

２－３５４－－６０肉 用 牛

－１８４３３－－２７豚

３－９２２－１２３鶏

２０１８２６１９０－１１６９計
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　表２‐８８　畜産農家の巡回指導等の実施状況（２５年度）

計鶏豚肉 用 牛乳 用 牛区　　　分

２７４４５２５１３３７１巡　回　指　導（延）

９－９－－水　質　検　査（延）

４－４－－悪　臭　調　査（延）

（単位：件）

　表２‐８９　公害防止管理者等の選任届出状況

届　出　状　況区　　　　　　　　　　分

２２６（　７１）公 害 防 止 統 括 者

１６（　２）公 害 防 止 主 任 管 理 者

３７（　１）第 １ 種

大気関係公害防止管理者
２０（　１）第 ２ 種

２８（　９）第 ３ 種

４７（　１６）第 ４ 種

４７（　４）第 １ 種

水質関係公害防止管理者
７６（　１７）第 ２ 種

７（　１）第 ３ 種

２６（　１０）第 ４ 種

１７（　３）粉 じ ん 関 係 公 害 防 止 管 理 者

３６（　２４）騒 音 関 係 公 害 防 止 管 理 者

４５（　３４）振 動 関 係 公 害 防 止 管 理 者

１２（　３）ダ イ オ キ シ ン 類 関 係 公 害 防 止 管 理 者

６４０（１９６）総　　　　　　　　　　数

（２６年３月３１日現在）

注　（　）は、市町村事務分で、内数です。
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　表２‐９０　環境影響評価の実施状況

評　　　価　　　書知事意見の提出説明会の開催準 備 書 等事業種類・規模事　業　名区
分

提出　　３年１１月２１日
準備書
１１月７日６月１５、１７、１８日

準備書提出
３年６月５日レクリエーション施設

（ゴルフ場１４０．２ha）

大山カメリア

カントリークラブ

要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綱

縦覧１１月２２日～１２月２４日準備書縦覧
６月６日～７月６日

提出　　５年３月２５日
準備書
１２月２８日８月１０、１１日

準備書提出
４年７月２８日

レクリエーション施設

（スキー場１７２．３ha）

（ゴルフ場１９８．９ha）

利賀リゾート開発

縦覧３月２６日～４月２６日準備書縦覧
７月２９日～８月２９日

提出　　６年５月９日
準備書

６年３月３１日
１１月２６、３０日
１２月１日

準備書提出
５年１１月１１日熱供給事業

（最大排出水量１２万㎥／日）

富山駅北地区

熱供給事業 縦覧５月１０日～６月１０日準備書縦覧
１１月１２日～１２月１３日

提出　　１１年２月２３日
準備書
１１月２７日

７月４～１７日
（７回開催）

準備書提出
１０年６月１９日ごみ焼却施設

（焼却能力２７０ｔ／日／基×３基）

富山地区広域圏

ごみ処理施設建設

工事 縦覧２月２６日～３月２５日準備書縦覧
６月２２日～７月２１日

提出　　２１年９月４日
準備書

２１年２月２７日９月７、１４日

準備書提出
２０年８月２１日ごみ焼却施設

（焼却能力約２７０ｔ／日）

高岡地区広域圏

ごみ処理施設整備

事業

条
　
　
例 縦覧

２２年３月１日～３月３１日
準備書縦覧

８月２９日～９月２９日

提出　　２６年２月２４日方法書
２３年１２月１３日

準備書
２５年１２月２７日

方法書
　２３年８月１０日
準備書
　２５年９月２６日

方法書提出
２３年７月２８日

準備書提出
２５年９月１０日火力発電所

（出力４２．４７万kW）

富山新港火力発電所

石炭１号機リプレー

ス計画

法
　
　
律

縦覧３月１８日～４月１７日

方法書縦覧
２３年７月２９日～８月２９日
準備書縦覧
２５年９月１１日～１０月１０日

注　「区分」欄について、「要綱」とは「富山県環境影響評価要綱」（２年６月告示、同１０月施行、１１年
１２月廃止）、「条例」とは「富山県環境影響評価条例」（１１年６月制定、同１２月施行）、「法律」とは
「環境影響評価法」（９年６月公布、１１年６施行）です。

　表２‐９１　県が企業と締結している公害防止協定

締結年月日締結企業の業種締　結　企　業　（工場）

４７年３月３０日
（６１年６月３０日承継）

鉱　　　業三井金属鉱業㈱（神岡鉱業㈱）

４８年６月２３日
（６０年３月２５日承継）
（８年１１月１日承継）
（９年４月１日承継）

産業廃棄物処理
非鉄金属

JX金属三日市リサイクル㈱
JX 金 属 黒 部 ガ ル バ ㈱

４８年８月３０日
（５４年３月１５日改定）
（５７年７月５日改定）
（６０年３月２５日変更）
（６３年３月３０日変更）
（１４年２月１２日変更）
（１６年６月２９日変更）

電　　　力北 陸 電 力 ㈱
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全　　　体右　　　岸左　　　岸玄米中カドミ
ウム濃度
（ppm） 比率（％）点　　数比率（％）点　　数比率（％）点　　数

６２１，５８９７４８６０５２７２９０．４０ 未 満

２９７５１２０２２８３７５２３０．４０～０．９９

８１９８６６５９１３３１．００～１．９９

１３２０６２２６２．００ 以 上

１００２，５７０１００１，１５９１００１，４１１計

全　　　体右　　　岸左　　　岸土壌中カドミ
ウム濃度
（ppm） 比率（％）点　　数比率（％）点　　数比率（％）点　　数

１１１８５６５０１６１３５０．５０ 未 満

４４７２５３４２７８５２４４７０．５０～０．９９

３０５００３５２８１２６２１９１．００～１．９９

１５２５７２５２０５６５２２．００ 以 上

１００１，６６７１００８１４１００８５３計

土　壌　中（ppm）玄　米　中（ppm）

地域区分 次　層　土作　　　土
平均最低最高点数

平均最低最高点数平均最低最高点数

０．６４０．０６４．８６２０３１．０９０．４６４．５０３６２１．０２０．２５４．２３３６２左岸地域

０．８２０．０９５．１７１０１１．１６０．４７４．８５１８２０．９３０．２５２．７４１８２右岸地域

０．７００．０６５．１７３０４１．１２０．４６４．８５５４４０．９９０．２５４．２３５４４全 体

　表２‐９２　玄米及び土壌中カドミウム濃度（神通川流域）
（昭和４６～５１年度調査）

　表２‐９３　対策地域内の玄米及び土壌中カドミウム濃度（神通川流域）

　表２‐９４　玄米及び土壌中カドミウム濃度（黒部地域）

比　率
（％）点　数

土壌中カドミ
ウム濃度
（ppm）

比　率
（％）点　数

玄米中カドミ
ウム濃度
（ppm）

１３２９２．００ 未 満２６８００．４０ 未 満

５８１３０２．００～５．９９７２２２９０．４０～０．９９

２０４５６．００～９．９９２７１．００～１．９９

９２１１０．００以上００２．００ 以 上

１００２２５計１００３１６計

（昭和４６～４８年度調査）
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（単位：ha）

土　壌　中（ppm）玄　米　中（ppm）

地域区分 次　層　土作　　　土
平均最低最高点数

平均最低最高点数平均最低最高点数

０．８５０．１４３．２４１９７．５７３．８５２２．６０４４０．７９０．４７１．３４４４黒部地域

①のう
ち農用
地以外
として
利用す
る面積

①のうち農用地として利用する面積
対 策 地 域 の 面 積

計 画 区 分
計

事業対
象外面
積（砂利
採取）田

事 業 対 象 面 積

計畑田計農用地
以　外

①農用地
（田）

８．１８８．６１１．８７６．８０．６７６．２１０８．０１１．３９６．７第１次地区

２１．０
５０．４

４０６．２
３７６．８

７３．７
８０．９

３３２．５
２９５．９

５．９
３．８

３２６．６
２９２．１

４８１．１５３．９４２７．２第２次地区

５３８．７
５６５．５

４２１．８
３９５．０

１４．３
１４．３

４０７．５
３８０．７

５．５
９．５

４０２．０
３７１．２

１，０５５．３９４．８９６０．５第３次地区

５６７．８
６２４．０

９１６．６
８６０．４

９９．８
１０７．０

８１６．８
７５３．４

１２．０
１３．９

８０４．８
７３９．５

１，６４４．４１６０．０１，４８４．４計

注　第２次地区、第３次地区及び計の上段は当初計画、下段は変更計画です。

　表２‐９５　対策地域内の玄米及び土壌中カドミウム濃度（黒部地域）

　表２‐９６　神通川流域における土地利用区分と面積（実測）

第 ３ 次 地 区第 ２ 次 地 区第 １ 次 地 区区　　分

区画整理方式
現状回復方式

区画整理方式
現状回復方式

区画整理方式復 旧 方 式

埋込客土工法
上乗せ客土工法

埋込客土工法
上乗せ客土工法

埋込客土工法
上乗せ客土工法

対 策 工 法

八尾町＊卯花地内の山林大沢野町＊市場地内の山林
八尾町＊横ノ手地内の山林

大沢野町＊市場地内の山林客土母材の採土地

　表２‐９７　神通川流域における第１～３次地区の復旧方式等

注　＊は現富山市です。
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第３次地区第２次地区第１次地区区　　　分

４年２月３日第　９８号
１５年６月２６日第 ３６５号

５９年１月２０日第　４２号
３年９月４日第 ６３５号

５５年２月６日第　９４号
５９年７月２８日第 ６４１号告 示 年 月 日

農用地の土壌の特定有害物質による汚染を除去するための客土その他の
事業公 害 防 止 事 業 の 種 類

三井金属鉱業株式会社費用を負担させる事業者の名称

１９，２９１，９００千円
２４，２３２，０００千円

１０，９４０，０００千円
９，０５４，８６５千円

１，７８３，０００千円
２，２４７，４３６千円

公害防止事業費
①

算

定

基

礎

負

担

総

額

及

び

０．５９０８０．５９０８０．５２７ 
０．５９０８

汚 染 寄 与 度
②

２／３２／３２／３概 定 割 合
③

０．３９３９０．３９３９０．３５１３
０．３９３９

負 担 率
②×③

７，５９９，０７９千円
９，５４４，９８４千円

４，３０９，２６６千円
３，５６６，７１１千円

６２６，３６８千円
８８５，２６５千円

負 担 総 額
①×②×③

物価等の変動により、事業費に変更が生じたときは、変更後の事業費に
上記の負担率を乗じて得た額を負担総額とします。そ　 の　 他

注　告示年月日、負担総額及び算定基礎の上段は当初計画、下段は変更計画です。

　表２‐９８　公害防止事業に係る費用負担計画の概要（神通川流域）

黒 部 地 域区　　分
現状回復方式（一部未整備地域は区画整理方式）復 旧 方 式
排土客土工法対 策 工 法
黒部市田籾地内の山林客土母材の採土地

　表２‐１００　黒部地域における対策地域の復旧方式等

（単位：ha）

①②のうち
農用地以外
として利用
する面積

①、②のうち農用
地として利用す
る面積

対 策 地 域 の 面 積

市　名 左のうち
事業対象面積　

計
　

　
農用地
以　外

②
農用地
（畑）

①
農用地
（田） 計畑田計畑田

７１．８
７５．３
５７．６

４４．０
４０．５
５８．２

－
－
０．６

４４．０
４０．５
５７．６

４４．２
４０．７
５８．４

０．２
０．２
０．８

４４．０
４０．５
５７．６

１３２．１１６．１０．２１１５．８
黒部市

注　上段は当初計画、中段は８年の変更計画、下段は２０年の変更計画です。

　表２‐９９　黒部地域における土地利用区分と面積（実測）
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　表２‐１０１　公害防止事業に係る費用負担計画の概要（黒部地域）
３年１１月１９日第 ７９８号
８年９月３０日第 ６２４号
２０年３月２８日第　１６２号

告 示 年 月 日

農用地の土壌の特定有害物質による汚染を防除するための客土そ
の他の事業公 害 防 止 事 業 の 種 類

ＪＸ日鉱日石金属株式会社費用を負担させる事業者の名称

２，９３６，０００千円
４，００５，７００千円
５，３０７，９２７千円

公 害 防 止 事 業 費　①び

算

定

基

礎

負

担

総

額

及

１汚 染 寄 与 度　②

２／３概 定 割 合　③

０．６６６７負　　担　　率　②×③

１，９５７，４３１千円
２，６７０，６００千円
３，５３８，７９４千円

負 担 総 額　①×②×③

物価等の変動により、事業費に変更が生じたときは、変更後の事
業費に上記の負担率を乗じて得た額を負担総額とします。そ の 他

注　告示年月日、負担総額及び算定基礎の上段は当初計画、中段は８年の変更計画、下段は２０
年の変更計画です。
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　表２‐１０３　ダイオキシン類環境調査結果（２５年度）

　　敢　大　気

調査機関
調査結果［pg-TEQ／m３］調査

回数調査地点名市町村名区　分
平　均冬　季秋　季夏　季春　季

富 山 市０．０１００．０１００．００９１０．０１２０．０１０年４回安 野 屋 町富 山 市

住 居 地 域

〃０．０１３０．０１３０．００９７０．０１７０．０１１〃水 橋 畠 等〃

〃０．０１３０．０１１０．０２３０．０１２０．００７９〃婦中町笹倉〃

高 岡 市０．０２７０．０３５－０．０１９－年２回中 川高 岡 市

〃０．０３００．０３７－０．０２２－〃戸 出〃

富 山 県０．０１３０．０１１－０．０１４－〃窪氷 見 市

〃０．０１７０．００８４－０．０２６－〃植 木黒 部 市

〃０．０１６０．０１０－０．０２１－〃柴 田 屋南 砺 市

〃０．０２２０．０２１－０．０２３－〃中 太 閤 山射 水 市

富 山 市０．０１１０．０１１０．００９７０．０１３０．０１０年４回蓮 町富 山 市

工 業 地 域 富 山 県０．０１３０．０１０－０．０１５－年２回伏木東一宮高 岡 市

〃０．０２００．０１７－０．０２２－〃東 明 中 町射 水 市

〃０．０４２０．０２６－０．０５７－〃美 幸 町高 岡 市廃棄物焼却
施 設 周 辺 〃０．０３１０．０１１－０．０５０－〃太 田砺 波 市

０．６環　　境　　基　　準

　表２‐１０２　土壌汚染対策法に基づく要措置区域及び形質変更時要届出区域の概要
（２６年３月３１日現在）

１　要措置区域
　　なし

２　形質変更時要届出区域
基準に適合しない
特定有害物質

区域の
面積（㎡）区域の所在地指定

番号指定年月日

六価クロム化合物１，０６５　
高岡市吉久１丁目２７３番２１の全部並び
に同市吉久１丁目３５１番５、３５１番８、
３５１番９、３５１番１３及び３５１番１４の一部

指－１１６年７月１６日

ふっ素及びその化合物２，１０５　
高岡市長慶寺１０３２番１の全部並びに同
市長慶寺１０３２番２、１０３２番３、１０３３番
１及び１０３３番２の一部

指－３１９年６月６日

シス－１，２－ジクロロ
エチレン、テトラクロ
ロエチレン及びトリク
ロロエチレン

４２０．５小矢部市桜町字狐谷１２３９番１の一部指－４２２年３月１０日

鉛及びその化合物、ひ
素及びその化合物、ふ
っ素及びその化合物

７，８００　高岡市伏木２丁目３９番１、５３番１、５５番、
６１番、６３番１及び６８番２の一部指－６２３年９月２２日



２０８

　　柑　公共用水域水質
　　　ア　河　川

調査機関
調査結果［pg-TEQ／L］調査

回数調査地点名水　域　名
平均４回目３回目２回目１回目

富 山 県０．０６８－－－０．０６８年１回阿 尾 橋阿 尾 川
〃０．０８５－－－０．０８５〃間 島 橋余 川 川
〃０．０７７－－－０．０７７〃北 の 橋上 庄 川
〃０．１５－－－０．１５〃八 幡 橋仏 生 寺 川
〃０．１４－－－０．１４〃中 の 橋湊 川

国土交通省（富山）０．１０－－－０．１０〃城 光 寺 橋小 矢 部 川
高 岡 市０．１２－－－０．１２〃地 子 木 橋千 保 川

〃０．１４－－－０．１４〃新祖父川橋祖 父 川
富 山 県０．１５－－－０．１５〃末 端横 江 宮 川
国土交通省（富山）０．０７２－－－０．０７２〃新 庄 川 橋

庄 川
〃０．０６８－－－０．０６８〃大 門 大 橋

富 山 県０．０７０－－－０．０７０〃山 王 橋
内 川

〃０．０９３０．０８７０．０９１０．０８３０．１１年４回西 橋
〃０．２９－－－０．２９年１回稲 積 橋下 条 川
〃０．０９８－－－０．０９８〃白 石 橋新 堀 川

国土交通省（富山）０．０９４－－－０．０９４〃神 通 大 橋神 通 川
富 山 市０．１０－－０．１２０．０８６年２回四 ツ 屋 橋い た ち 川

〃０．１０－－０．０８５０．１２〃桜 橋松 川
〃３．２－－１．０５．３〃萩 浦 小 橋富 岩 運 河
〃０．０９６－－０．０９５０．０９７〃岩 瀬 橋岩 瀬 運 河

国土交通省（富山）０．０６９－－－０．０６９年１回常 願 寺 橋常 願 寺 川
富 山 市０．１３－－０．１５０．１１年２回東 西 橋白 岩 川
富 山 県０．０８３－－－０．０８３年１回魚 躬 橋上 市 川

〃０．０８６－－－０．０８６〃落 合 橋中 川
〃０．０６４－－－０．０６４〃早 月 橋早 月 川
〃０．０９６－－－０．０９６〃角 川 橋角 川
〃０．０７０－－－０．０７０〃港 橋鴨 川
〃０．０６３－－－０．０６３〃落 合 橋片 貝 川
〃０．０７０－－－０．０７０〃落 合 橋布 施 川
〃０．４３１．２０．２１０．１００．２０年４回石 田 橋黒 瀬 川
〃０．０６７－－－０．０６７年１回立 野 橋高 橋 川
〃０．１７－－－０．１７〃吉 田 橋吉 田 川

国土交通省（黒部）０．０６８－－－０．０６８〃下 黒 部 橋
黒 部 川

〃０．０６７－－－０．０６７〃宇奈月ダム
富 山 県０．０６６－－－０．０６６〃末 端入 川

〃０．０６４－－－０．０６４〃赤 川 橋小 川
〃０．０６４－－－０．０６４〃末 端木 流 川
〃０．０６３－－－０．０６３〃笹 川 橋笹 川
〃０．０６２－－－０．０６２〃境 橋境 川

１環　　境　　基　　準
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　　　イ　海　域

調査機関調査結果［pg-TEQ／L］調査回数調査地点名水　域　名

富 山 県０．０７１年 １ 回小 矢 部 ２小矢部川河口海域

〃０．０７０〃新 港 １富 山 新 港 海 域

〃０．０６８〃神 通 ２神通川河口海域

〃０．０６４〃そ の 他 ４その他富山湾海域

〃０．０６８〃そ の 他 ５〃

〃０．０６３〃そ の 他 ８〃

１　　環　　境　　基　　準

調査機関調査結果［pg-TEQ／ ｇ］調査回数調査地点名水　域　名

富 山 県０．３４年 １ 回阿 尾 橋阿 尾 川

〃０．６８〃間 島 橋余 川 川

〃０．６０〃北 の 橋上 庄 川

〃０．４５〃八 幡 橋仏 生 寺 川

国土交通省（富山）０．２３〃城 光 寺 橋小 矢 部 川

〃０．２１〃新 庄 川 橋
庄 川

〃０．２１〃大 門 大 橋

〃０．２２〃神 通 大 橋神 通 川

富 山 市６４０〃萩 浦 小 橋富 岩 運 河

国土交通省（富山）０．２１〃常 願 寺 橋常 願 寺 川

富 山 市０．４１〃東 西 橋白 岩 川

国土交通省（黒部）０．２１〃下 黒 部 橋
黒 部 川

〃０．４８〃宇 奈 月 ダ ム

１５０環　　境　　基　　準

　　桓　公共用水域底質
　　　ア　河　川

　　　イ　海　域

調査機関調査結果［pg-TEQ／ ｇ］調査回数調査地点名水　域　名

富 山 県４．８年 １ 回小 矢 部 ２小矢部川河口海域

〃４．０〃神 通 ２神 通 川 河 口 海 域

〃０．６３〃そ の 他 ４その他富山湾海域

〃０．８１〃そ の 他 ８〃

１５０環　　境　　基　　準



２１０

調査機関調査結果［pg-TEQ／L］調査回数調査地点名市町村名

富 山 市０．０４７年 １ 回堀富 山 市

〃０．０４７〃浜 黒 崎〃

〃０．０４７〃横 内〃

〃０．０４７〃馬 瀬 口〃

〃０．０４７〃婦 中 町 萩 島〃

〃０．０４７〃婦 中 町 轡 田〃

〃０．０４７〃婦 中 町 小 長 沢〃

〃０．０４７〃万 願 寺〃

高 岡 市０．０６２〃野 村高 岡 市

〃０．０６２〃福 岡 町 三 日 市〃

富 山 県０．０６２〃火 の 宮 町魚 津 市

〃０．０６４〃阿 尾氷 見 市

〃０．０６５〃田 中 新 町滑 川 市

〃０．０６２〃宇 奈 月 町 浦 山黒 部 市

〃０．０６２〃青 島砺 波 市

〃０．０６４〃石 坂小 矢 部 市

〃０．０６２〃布 袋南 砺 市

〃０．０６２〃上 野射 水 市

〃０．０６２〃荒 田上 市 町

１　　環　　境　　基　　準

　　棺　地下水質
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　　款　土　壌
調査機関調査結果［pg-TEQ／ｇ］調査回数調査地点名市町村名区　　分

富 山 市０．２９年 １ 回中市二丁目富 山 市

一 般 環 境

〃０．００６０〃日 俣〃

〃０．０４３〃五 福〃

〃０．０５４〃針 原 中 町〃

〃０．１３〃善 名〃

〃０．００６４〃上 大 久 保〃

〃０．００３３〃婦中町羽根〃

〃０．０３４〃八尾町井田〃

富 山 県０．００３９〃吉 島魚 津 市

〃０．００２７〃中 塚滑 川 市

〃２．６〃津 幡 江射 水 市

発生源周辺
〃０．００２２〃片 口 高 場〃

〃０．０３７〃摺 出 寺〃

〃０．０５７〃西 高 木〃

１，０００環　　境　　基　　準



２１２

（２６年３月３１日現在）

計

廃

棄

物

焼

却

炉

焙
焼
炉
、
溶
解
炉
及
び
乾
燥
炉

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
の
製
造
の
用
に
供
す
る

炉
、
溶
鉱
炉
、
溶
解
炉
及
び
乾
燥
炉

亜
鉛
の
回
収
の
用
に
供
す
る
焙
焼
炉
、
焼
結

製
鋼
の
用
に
供
す
る
電
気
炉

焼
結
鉱
の
製
造
の
用
に
供
す
る
焼
結
炉

工

場

・

事

業

場

数

地 域

　４５　３６　８　１　３６富 山 市

　２８　１５　１３　１７高 岡 市

　４　４　４魚 津 市

　８　７　１　５氷 見 市

　１　１　１滑 川 市

　８　６　２　７黒 部 市

　１０　１０　９砺 波 市

　７　６　１　７小 矢 部 市

　１０　９　１　１０南 砺 市

　２８　１１　１６　１　１０射 水 市

　６　６　２中 新 川 郡

　３　３　１下 新 川 郡

１５８１１４　４２　０　２　０１０９合 計

　表２‐１０４　ダイオキシン類対策特別措置法に基づく特定施設の届出状況

　　敢　大気基準適用施設
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資
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編編

　

３３
　
生
活
環
境
の
保

生
活
環
境
の
保
全全

（２６年３月３１日現在）

計

特
定
施
設
を
設
置
す
る
工
場
又
は
事
業
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
水
の
処
理
施
設

末
処
理
施
設

特
定
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
又
は
廃
液
を
含
む
下
水
を
処
理
す
る
下
水
道
終

湿
式
集
じ
ん
施
設

フ
ロ
ン
類
の
破
壊
の
用
に
供
す
る
プ
ラ
ズ
マ
反
応
施
設
、
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設
及
び

処
理
物
の
洗
浄
施
設

廃
Ｐ
Ｃ
Ｂ
等
又
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
物
の
分
解
施
設
及
び
Ｐ
Ｃ
Ｂ
汚
染
物
又
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ

廃
棄
物
焼
却
炉
に
係
る
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設
、
湿
式
集
じ
ん
施
設
、
灰
の
貯
留
施
設

廃
ガ
ス
洗
浄
施
設

担
体
付
き
触
媒
か
ら
の
金
属
の
回
収
の
用
に
供
す
る
ろ
過
施
設
、
精
製
施
設
及
び

る
精
製
施
設
、
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設
、
湿
式
集
じ
ん
施
設

集
じ
ん
機
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
も
の
か
ら
の
亜
鉛
の
回
収
に
限
る
。）の
用
に
供
す

亜
鉛
の
回
収
（
製
鋼
の
用
に
供
す
る
電
気
炉
か
ら
発
生
す
る
ば
い
じ
ん
で
あ
っ
て
、

燥
炉
に
係
る
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設
、
湿
式
集
じ
ん
施
設

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
又
は
そ
の
合
金
の
製
造
の
用
に
供
す
る
焙
焼
炉
、
溶
解
炉
又
は
乾

浄
施
設
、
ジ
オ
キ
サ
ジ
ン
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
洗
浄
施
設
、
熱
風
乾
燥
施
設

及
び
還
元
誘
導
体
分
離
施
設
、
ニ
ト
ロ
化
誘
導
体
洗
浄
施
設
及
び
還
元
誘
導
体
洗

ジ
オ
キ
サ
ジ
ン
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
製
造
の
用
に
供
す
る
ニ
ト
ロ
化
誘
導
体
分
離
施
設

設
、
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設

２
 
３
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
１
 
４
―
ナ
フ
ト
キ
ノ
ン
の
製
造
の
用
に
供
す
る
ろ
過
施

，

，

燥
施
設
、
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設

４
―
ク
ロ
ロ
フ
タ
ル
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
製
造
の
用
に
供
す
る
ろ
過
施
設
、
乾

ガ
ス
洗
浄
施
設

ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
又
は
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
製
造
の
用
に
供
す
る
水
洗
施
設
、
廃

施
設
、
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設

カ
プ
ロ
ラ
ク
タ
ム
製
造
の
用
に
供
す
る
硫
酸
濃
縮
施
設
、
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
分
離

塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
製
造
の
用
に
供
す
る
二
塩
化
エ
チ
レ
ン
洗
浄
施
設

担
体
付
き
触
媒
の
製
造
の
用
に
供
す
る
焼
成
炉
に
係
る
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設

ア
ル
ミ
ナ
繊
維
製
造
の
用
に
供
す
る
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設

硫
酸
カ
リ
ウ
ム
製
造
の
用
に
供
す
る
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設

カ
ー
バ
イ
ド
法
ア
セ
チ
レ
ン
の
製
造
の
用
に
供
す
る
ア
セ
チ
レ
ン
洗
浄
施
設

に
よ
る
漂
白
施
設

硫
酸
塩
パ
ル
プ
又
は
亜
硫
酸
パ
ル
プ
製
造
の
用
に
供
す
る
塩
素
又
は
塩
素
化
合
物

工
場
・
事
業
場
数

地域

１４１２１２８１０富山市

２１１１１４２３８高岡市

１１１魚津市

０氷見市

０滑川市

２２１黒部市

１１１砺波市

０小矢部市

０南砺市

１２２６１３５射水市

３３２中新川郡

０下新川郡

５４１５２２３４０１５０００００００００１３２８合 計

　　柑　水質基準対象施設



２１４

　表２‐１０５　有害大気汚染物質の調査概要（２５年度）
分　　析　　方　　法調査回数調 査 対 象 物 質調査地点区　分

VOCs：
　キャニスター採取－低温濃縮―
　GC/MS分析法
アルデヒド類：
　DNPH捕集管採取―溶媒抽出―
　HPLC分析法
重金属類（下記以外のもの）：
　ハイボリウムエアサンプラ－採取
　―酸又は圧力容器分解―原子吸光
　光度分析又はICP/MS分析法
水銀及びその化合物：
　金アマルガム採取―加熱気化―
　原子吸光光度分析法
ヒ素及びその化合物：
　ハイボリウムエアサンプラ－採取
　―酸又は圧力容器分解―原子吸光
　光度分析（水素化物発生）又は
　ICP/MS分析法
ベンゾ（a）ピレン：
　ハイボリウムエアサンプラ－採取
　―溶媒抽出―HPLC分析法
酸化エチレン：
　固相採取―溶媒抽出―GC/MS
　分析法

環境基準設
定物質及び
指針値設定
物質：
１回／月
富山芝園：
６回／年

その他優先
取組物質：
１回／季
富山芝園：
６回／年

環境基準設定物質：
VOCs：
テトラクロロエチレン、ト
リクロロエチレン、ベンゼ
ン、ジクロロメタン

その他優先取組物質：
VOCs：
アクリロニトリル（＊）、　
塩化ビニルモノマー（＊）、
クロロホルム（＊）、
１，２‐ジクロロエタン（＊）、
１，３‐ブタジエン（＊）、

　　塩化メチル、トルエン
　アルデヒド類：
ホルムアルデヒド、アセト
アルデヒド

　重金属類：
水銀及びその化合物（＊）、
ニッケル化合物（＊）、
マンガン及びその化合物、
ヒ素及びその化合物（＊）、
ベリリウム及びその化合物、
クロム及びその化合物

　ベンゾ（a）ピレン
　酸化エチレン
＊：指針値設定物質

富 山 芝 園
観 測 局

一般環境 魚 津
観 測 局

小杉太閤山
観 測 局

高 岡 伏 木
観 測 局

固定発生
源 周 辺

環境基準設定物質：ベンゼン
その他優先取組物質：
１，３－ブタジエン（＊）、ト
ルエン、ホルムアルデヒド、
アセトアルデヒド、ベンゾ
（a）ピレン

小 杉 鷲 塚
観 測 局

幹線道路
沿 道

調査
機関

年　　　平　　　均　　　値（μg／m３）項　目
酸化エ
チレン

ベンゾ梢a 
ピレン

クロム及
びその化
合物

ベリリウ
ム及びそ
の化合物

ヒ素及び
その化合
物

マンガン 
及びその
化合物

ニッケル
及びその
化合物

水銀及び
その化合
物

物　質
区　分　　　調査地点

富山市０．０９７０．００００８９＜０．００５＜０．０００４０．０００７５０．０１００．００４３０．００１７富山芝園
一 般 環 境

富山県

０．０６７＜０．００００３＜０．００５＜０．０００４０．００１１　０．０１５＜０．００４０．００１９魚 津
０．０５９＜０．００００３＜０．００５＜０．０００４０．００１３　０．０１６＜０．００４０．００１８小杉太閤山
０．０５８＜０．００００３＜０．００５＜０．０００４０．００１３　０．０２４＜０．００４０．００３２高岡伏木固定発生源周辺
－＜０．００００３－－－－－－小杉鷲塚幹線道路沿道

０．０９００．０００２１　０．００５３０．００００２４０．００１５　０．０２４０．００４１０．００２１２４年度全国調査結果平均値
（ 環 境 省 ）

－－－－０．００６　　－０．０２５　０．０４　指 針 値

調査
機関

年　　　平　　　均　　　値（μg／m３）項　目
アセト
アルデ
ヒド

ホルム
アルデ
ヒド

トル
エン

塩化
メチ
ル

１，３－
ブタジ
エン

１，２－ジ
クロロエ
タン

クロロ
ホルム

塩化ビ
ニルモ
ノマー

アクリ
ロニト
リル

物　質
区　分　　　調査地点

富山市１．８　２．０４．１１．３＜０．１０．１６０．３２＜０．１＜０．１富 山 芝 園
一 般 環 境

富山県

１．３　１．５２．１１．２＜０．１０．１２０．１１＜０．１＜０．１魚 津
１．１　１．３１．９１．３＜０．１０．１３０．１５＜０．１＜０．１小杉太閤山
１．１　１．３１．４１．２＜０．１０．２１０．１６＜０．１＜０．１高 岡 伏 木固定発生源周辺
０．８６１．０２．５－＜０．１－－－－小 杉 鷲 塚幹線道路沿道

２．１　２．５８．４１．５０．１４０．１７０．２００．０４７０．０８０２４年度全国調査結果平均値
（ 環 境 省 ）

－－－－２．５　１．６　１８　　１０　　２　　指 針 値

　表２‐１０６　その他優先取組物質の調査結果（２５年度）
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　表２‐１０７　ゴルフ場排水の農薬調査結果（２５年度）

定 量
下 限 値県指導値暫定指導

指 針 値調査結果検出数／
検 体 数

検出ゴルフ場数／
調査ゴルフ場数農　　　薬　　　名分

類
０．０１－１．８ND０／８０／８アセタミプリド

殺

虫

剤

０．００３０．０８０．０６３ND０／８０／８アセフェート
０．００３０．００８０．０８ND０／８０／８イソキサチオン
０．０１－１．５ND０／８０／８イミダクロプリド
０．００８－０．８２ND０／１０／１エトフェンプロックス
０．０２－２．５ND０／８０／８クロチアニジン
０．００１０．００４０．０２ND０／８０／８クロルピリホス
０．００３０．００５０．０５ND０／８０／８ダイアジノン
０．００４－０．４７ND０／８０／８チアメトキサム
０．００８－０．８ND０／８０／８チオジカルブ
０．００４－０．４２ND０／８０／８テブフェノジド
０．００３０．０３０．０５ND０／８０／８トリクロルホン（DEP）
０．００１０．００２－ND０／８０／８ピリダフェンチオン
０．００１０．００３０．０３ND０／８０／８フェニトロチオン（MEP）
０．０１－１ND０／８０／８ペルメトリン
０．０４－４．７ND０／８０／８アゾキシストロビン

殺

菌

剤

０．０２０．０４２．６ND０／８０／８イソプロチオラン
０．０３０．３３ND０／８０／８イプロジオン

０．００６－
　０．０６
イミノクタ
ジンとして

ND０／６０／６イミノクタジンアルベシル酸
塩及びイミノクタジン酢酸塩

０．００３０．００４０．０４ND０／８０／８エトリジアゾール（エクロメゾール）
０．００４０．０４０．４ND０／８０／８オキシン銅（有機銅）
０．０３０．３３ND０／８０／８キャプタン
０．００４０．０４０．４ND０／８０／８クロロタロニル（TPN）
０．００５０．０５０．５ND０／８０／８クロロネブ
０．００３－０．０２５ND０／８０／８ジフェノコナゾール
０．００３－０．３ND０／８０／８シプロコナゾール
０．００３－０．２２ND０／８０／８シメコナゾール
０．００３０．００６０．２ND０／８０／８チウラム
０．００５－０．５ND～０．００６２／８２／８チフルザミド
０．００３－０．１ND０／８０／８テトラコナゾール
０．００７－０．７７ND０／８０／８テブコナゾール
０．００５－０．５ND０／８０／８トリフルミゾール
０．０２０．０８２ND０／８０／８トルクロホスメチル
０．０２０．２２．３ND０／８０／８フルトラニル
０．００５－０．５ND０／８０／８プロピコナゾール
０．０１０．０４１．４ND０／８０／８ペンシクロン
０．０１－１．１ND０／８０／８ボスカリド
０．２－２３　ND０／８０／８ホセチル
０．００３－０．３ND０／４０／４ポリカーバメート

０．００５０．０５
　０．５８
メタラキシ
ルとして

ND０／８０／８メタラキシル及びメタラキシ
ルＭ

０．０１０．１１ND０／８０／８メプロニル
０．０２０．２２ND０／８０／８アシュラム

除

草

剤

０．０１－１ND０／８０／８エトキシスルフロン
０．００３－０．２４ND０／８０／８オキサジクロメホン
０．００３－０．０７ND０／８０／８カフェンストロール
０．００８－０．８ND０／８０／８シクロスルファムロン
０．００３０．００８０．０９５ND０／８０／８ジチオピル

（単位：mg／L）
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　表２‐１０８　魚介類の水銀検査結果（２５年度）

検 査 機 関検体採取場所検体採取年月日総　水　銀魚　種№

衛生研究所

氷見市２５年６月４日０．０２カ ワ ハ ギ１

〃〃０．０４サ バ２

〃〃０．０２マ イ ワ シ３

〃〃０．０２メ ジ ナ４

〃〃０．０２マ メ ア ジ５

魚津市２５年６月３日０．０７マ ア ジ６

〃〃０．１５イ シ モ チ７

〃〃０．０５チカメキントキ８

〃〃０．１１ミ シ マ オ コ ゼ９

〃〃０．１１チ ダ イ１０

（単位：ppm）

定 量
下 限 値県指導値暫定指導

指 針 値調査結果検出数／
検 体 数

検出ゴルフ場数／
調査ゴルフ場数農　　　薬　　　名分

類
０．０３－３ND０／８０／８シデュロン

除

草

剤

０．００１０．００３０．０３ND０／８０／８シマジン（CAT）
０．００３０．０２－ND０／８０／８テルブカルブ（MBPMC）
０．００３０．００６０．０６ND０／８０／８トリクロピル
０．００３０．０３０．３ND０／８０／８ナプロパミド
０．０２－２．６ND０／８０／８ハロスルフロンメチル
０．００３０．０２０．２３ND０／８０／８ピリブチカルブ
０．００３０．００４０．２ND０／８０／８ブタミホス
０．００３－０．３ND０／８０／８フラザスルフロン
０．００５０．００８０．５ND０／８０／８プロピザミド
０．０１０．１－ND０／８０／８ベンスリド（SAP）
０．０１０．０５３．１ND０／８０／８ペンディメタリン
０．００８０．０８０．１ND０／８０／８ベンフルラリン（ベスロジン）

０．００４０．００５
　０．４７
メコプロッ
プとして

ND０／８０／８

メコプロップカリウム塩（MCPPカ
リウム塩）、メコプロップジメチルア
ミン塩（MCPPジメチルアミン塩）、
メコプロップＰイソプロピルアミン
塩及びメコプロップＰカリウム塩

注　ＮＤとは、定量下限値未満です。
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　表２‐１１０　公共下水道及び特定環境保全公共下水道の概要
（２５年３月３１日現在）

備　　考
処　 理
人　 口
（人）

認　　可
計画人口
（人）

処　理
面　積
（ha）

汚水管渠
整備面積
（ha）

認　　可
計画面積
（ha）

供用
開始
年度

着手
年度事業主体名

農排分
（内数）
（ha）

農排分
（内数）
（ha）

公共、特環３８０，１４６４，１０７４１１，６５４９，５４７９，７０３１２１１０，８１６Ｓ３７Ｓ２７富 山 市

公共、特環１５８，０８２－１８６，９５２４，０２１４，０２１－５，２８０Ｓ４０Ｓ２４高 岡 市

公共、特環３０，８８３３，０００３８，０００８４３８４３１４８１，１８６Ｈ１Ｓ６０魚 津 市

公共、特環３０，２９２８，０１０４６，３７０９３３９３４２６４１，３８１Ｓ５８Ｓ５０氷 見 市

公共、特環２０，３３０１，９７０３０，５４０７７７７７７７２１，２４０Ｈ１Ｓ５４滑 川 市

公共、特環２５，９９５１，６２０３７，７８０８１４８１４４５１，１２７Ｓ６１Ｓ５２黒 部 市

公共、特環２９，９９０－２６，８５８１，１４０１，１４２－１，２４７Ｈ３Ｓ５９砺 波 市

公共、特環１８，５０１－２２，４５３６６３６６３－８３８Ｈ２Ｓ５７小 矢 部 市

公共、特環４６，３１８－６３，３２９１，７２０１，７２０－１，８９７Ｈ１Ｓ４６南 砺 市

公共、特環８２，５９０６９０８６，５４５２，１８６２，１８６１９２，４０２Ｓ４５Ｓ３４射 水 市

特環３，５７７－４，９１０１２１１２１－１１７Ｈ４Ｈ３上 市 町

公共、特環１９，１６３５，５６０２６，０００５５４５５４２１７８２０Ｈ１３Ｈ８入 善 町

公共、特環８，２０２－１０，７００３１６３１８－４６４Ｈ１３Ｈ８朝 日 町

公共、特環３７，９３９－４２，９００１，３８７１，３９９－１，６０６Ｈ６Ｓ６２中新川組合＊

公共３，０４３－３，２００１２５１２５－１３３舟 橋 村

公共、特環１４，００１－１５，８００５７５５７７－６５９上 市 町

公共、特環２０，８９５－２３，９００６８７６９７－８１４立 山 町

８９２，００８２４，９５７１，０３４，９９１２５，０２２２５，１９４８８６３０，４２１計

注１　中新川広域行政事務組合（舟橋村、上市町、立山町）
　２　認可計画人口は、観光人口を含む。

　表２‐１０９　食品中のPCB検査結果（２５年度）

検 査 機 関
検査結果（ppm）

検体数検　体　名
最低値最高値平均値

高岡厚生センター
新川厚生センター

ND０．００９０．００３３内海内湾魚介類

NDNDND２遠洋沖合魚介類

NDNDND３牛 乳

ND０．００１ND４鶏 卵

注　NDとは、検出下限値未満です。
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　図２‐５　下水道の普及率の推移
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　表２‐１１１　農村下水道の整備状況
（２６年３月３１日現在）

備　　　　　　　　　考
整備計画
定住人口
（人）

地区数
市町村名

旧新

供用１５地区１４，９８５１６富 山 市富 山 市

供用２地区１，６２０２大 沢 野 町

供用５地区３，６２０５大 山 町

供用９地区２，５９１９八 尾 町

供用３地区１，９１０３婦 中 町

供用５地区６７１５山 田 村

供用２地区４４０２細 入 村

供用４地区２，５８４４高 岡 市高 岡 市

供用３地区２，６５０３福 岡 町

供用８地区９，５３８８魚 津 市

供用１１地区１４，３３４１１氷 見 市

供用３地区４，２１５３滑 川 市

供用６地区７，４６０６黒 部 市黒 部 市

供用５地区５，３６６５宇 奈 月 町

供用３地区５，８４０３砺 波 市砺 波 市

供用１地区１，１４１１庄 川 町

供用３地区３，５７０３小 矢 部 市

供用２地区２，２００２城 端 町南 砺 市

供用７地区１，２５８７平 村

供用６地区６８１６上 平 村

供用６地区１，０６２６利 賀 村

供用２地区１，１７０２福 野 町

供用１地区２０１井 口 村

供用１０地区４，３９１１０福 光 町

供用３地区３，２３０３新 湊 市射 水 市

供用３地区３，０６７３小 杉 町

供用４地区４，０７０４大 門 町

供用２地区１，９７０２下 村

供用２地区９００２大 島 町

供用４地区２，６０２４上 市 町

供用５地区３，３６７５立 山 町

供用４地区８，１１３４入 善 町

供用１４９地区１２０，６３６１５０計

１，５８２２１全 体県 単 独
事 業 １，５８２２１計

１２２，２１８１７１合　　　　　計



２２０

（基数）

　表２‐１１２　コミュニティ・プラントの整備状況

計画処理人口（人）施設数市町村名

４，８４０３富 山 市

１，８０２１高 岡 市

６，６４２４合 計

２５年度２４年度２３年度２２年度２１年度市町村名

１３７１３２３２３富 山 市

５２２２０１８２８高 岡 市

１１５６１３１３魚 津 市

９６６１６９９４７７氷 見 市

８４８１１１３滑 川 市

５９１６１４１８黒 部 市

４６４６５３６１４８砺 波 市

３１２２１８３０３１小 矢 部 市

南 砺 市

１２射 水 市

１１２１上 市 町

４４８４４立 山 町

入 善 町

１１１７１５１２１８朝 日 町

２３１１９８２２９２８３２７３計

（２６年３月３１日現在）

　表２‐１１３　浄化槽設置推進事業の状況

（設置基数総数　９，５２６）
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表
２‐
１１
４
　
定
置
漁
場
環
境
調
査
の
測
定
結
果
（
２５
年
度
）

濁
　
　
度
（
pp
m
）

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
m
g
／
L）

塩
　
　
分
（
P
S
U
）

ｐ
　
　
Ｈ

水
　
　
温
（
℃
）

調
査

回
数

調
査
定
点
名

№
平
均
値

最
大
値

最
小
値

平
均
値

最
大
値

最
小
値

平
均
値

最
大
値

最
小
値

平
均
値

最
大
値

最
小
値

平
均
値

最
大
値

最
小
値

１
．０

１
．９

０
．４

０
．３

０
．５

０
．２

３２
．１
５

３３
．８
２

３０
．０
９

８
．１
７

８
．２
７

８
．１
０

１９
．４

２６
．２

１０
．２

７
宮
崎
（
沿
）

１
０
．９

１
．５

０
．３

０
．３

０
．４

０
．３

３２
．１
７

３３
．８
２

３０
．０
８

８
．１
７

８
．２
８

８
．１
０

１９
．４

２６
．０

１０
．２

７
宮
崎
（
沖
）

２
０
．４

０
．７

０
．３

０
．３

０
．４

０
．３

３３
．４
１

３３
．６
７

３２
．９
９

８
．１
１

８
．１
８

８
．０
２

１１
．１

１５
．０

８
．５

３
高
峰
（
沿
）

７
０
．６

１
．０

０
．３

０
．４

０
．５

０
．３

３３
．３
２

３３
．６
４

３２
．８
５

８
．１
６

８
．２
３

８
．１
０

１０
．８

１４
．０

８
．５

３
高
峰
（
沖
）

８
１
．２

３
．０

０
．４

０
．４

０
．９

０
．２

２８
．４
２

３３
．０
６

１９
．４
１

８
．１
８

８
．２
４

８
．１
３

１３
．０

２２
．７

９
．１

６
経

田
藤

吉
９

２
．６

４
．０

０
．８

０
．７

１
．０

０
．４

２３
．４
７

２６
．８
０

１９
．８
８

８
．３
１

８
．３
７

８
．２
３

１６
．１

２１
．７

９
．３

３
伊

古
場

１０
２
．５

３
．５

１
．０

０
．８

０
．９

０
．６

２５
．８
３

３０
．６
２

２０
．６
８

８
．３
０

８
．３
５

８
．２
３

１６
．９

２１
．３

９
．８

３
鴻

津
一

番
１１

１
．１

１
．８

０
．８

０
．４

０
．４

０
．３

２９
．８
９

３２
．４
６

２７
．６
６

８
．２
５

８
．３
２

８
．２
０

１１
．８

１８
．０

８
．７

５
沖

住
吉

１２
０
．８

０
．９

０
．５

０
．５

１
．１

０
．２

３０
．６
５

３２
．８
２

２６
．５
７

８
．２
２

８
．３
０

８
．０
７

１２
．２

２０
．３

８
．８

５
沖

の
網

１３
２
．１

６
．６

１
．１

０
．８

１
．５

０
．４

２１
．０
２

２８
．７
８

９
．６
７

８
．１
６

８
．４
６

７
．７
４

１５
．３

２４
．３

８
．１

９
天
念
坊
（
沿
）

１４
２
．７

１２
．５

０
．８

０
．９

３
．０

０
．３

２１
．８
０

３０
．２
１

１１
．３
０

８
．２
３

８
．８
２

７
．８
９

１５
．５

２４
．４

８
．２

９
天
念
坊
（
沖
）

１５
２
．１

８
．４

０
．６

０
．７

２
．４

０
．２

２４
．５
８

３３
．１
０

１１
．７
９

８
．２
０

８
．５
９

７
．９
３

１７
．４

２４
．３

９
．３

１０
深
曳
（
沿
）

１６
２
．１

９
．５

０
．６

０
．８

２
．８

０
．３

２４
．３
６

３２
．５
６

１０
．４
０

８
．２
３

８
．７
８

８
．０
９

１７
．２

２４
．５

９
．４

１０
深
曳
（
沖
）

１７
２
．４

６
．６

０
．９

０
．９

１
．５

０
．４

８
．１
２

１９
．０
４

１
．３
５

７
．９
１

８
．１
９

７
．６
９

１４
．８

２３
．１

８
．３

１０
神

通
川

前
１８

３
．６

７
．９

０
．６

１
．３

２
．１

０
．２

２３
．７
４

３１
．５
３

１５
．３
６

８
．２
７

８
．５
９

８
．１
３

１８
．２

２３
．１

１２
．０

５
大

門
沖

１９
２
．５

６
．３

０
．６

０
．９

２
．３

０
．３

２１
．８
９

３１
．６
４

８
．４
１

８
．１
７

８
．５
９

７
．９
４

１７
．３

２４
．７

１０
．１

１２
酒

樽
Ⅰ

２０
２
．９

７
．７

０
．９

０
．９

２
．６

０
．４

２１
．２
７

３１
．７
８

１４
．１
１

８
．１
８

８
．６
８

７
．９
９

１７
．５

２４
．２

１０
．１

１２
酒

樽
Ⅱ

２１
１
．９

３
．３

０
．４

０
．７

１
．１

０
．３

２９
．５
２

３３
．６
９

２３
．１
３

８
．１
５

８
．２
０

８
．１
０

１６
．７

２４
．４

１０
．１

４
東

三
番

２２
２
．０

６
．２

０
．５

０
．８

１
．５

０
．３

２２
．０
５

３２
．２
６

１２
．３
６

８
．１
５

８
．５
４

７
．９
４

１７
．５

２５
．３

９
．１

１０
黒

山
２３

２
．１

３
．９

０
．９

０
．８

１
．３

０
．４

１１
．２
５

１８
．４
９

４
．２
７

８
．０
２

８
．１
８

７
．８
０

１７
．６

２４
．０

９
．０

９
庄

川
前

２４
３
．７

１５
．３

１
．５

１
．６

３
．０

０
．９

４
．８
１

１８
．７
８

０
．６
８

７
．７
９

８
．０
４

７
．３
９

１７
．６

２４
．０

９
．５

９
小
矢
部
川
前

２５
１
．８

５
．９

０
．５

０
．８

１
．６

０
．３

２３
．６
３

３２
．１
９

９
．５
１

８
．１
１

８
．３
７

７
．９
８

１８
．６

２５
．０

１０
．０

１０
大

中
瀬

２６
１
．２

３
．７

０
．２

０
．６

１
．７

０
．３

３１
．５
２

３３
．９
９

２１
．２
３

８
．１
１

８
．２
１

７
．９
７

１６
．４

２５
．０

９
．６

１１
青

塚
三

番
２７

０
．８

１
．８

０
．４

０
．４

０
．８

０
．３

３１
．４
８

３３
．９
４

２１
．６
２

８
．１
４

８
．２
４

８
．０
４

１７
．７

２５
．０

９
．０

１０
茂

淵
一

番
２８

０
．８

１
．５

０
．３

０
．４

０
．８

０
．２

３１
．７
０

３３
．９
５

２３
．５
７

８
．１
４

８
．２
５

８
．０
４

１７
．６

２５
．５

８
．９

１１
茂

淵
二

番
２９

０
．６

１
．５

０
．３

０
．３

０
．６

０
．２

３１
．９
８

３３
．９
０

２３
．６
１

８
．１
５

８
．２
６

８
．０
８

１９
．２

２５
．０

９
．９

９
茂

淵
三

番
３０

０
．５

１
．０

０
．３

０
．４

０
．６

０
．３

３２
．６
９

３３
．８
５

２７
．３
５

８
．１
４

８
．２
６

８
．０
５

１６
．７

２４
．９

９
．０

１１
前

網
岸

３１
０
．５

１
．３

０
．３

０
．４

１
．０

０
．２

３２
．５
３

３３
．８
３

２６
．３
１

８
．１
４

８
．２
３

８
．０
７

１６
．６

２４
．９

９
．０

１１
前

網
３２

１
．３

３
．９

０
．５

０
．７

１
．４

０
．３

３２
．６
５

３４
．０
０

３０
．４
８

８
．１
４

８
．２
６

８
．０
８

８
八

幡
岸

３３
１
．０

１
．６

０
．６

０
．６

１
．１

０
．４

３１
．７
３

３３
．９
６

２４
．５
５

８
．１
７

８
．２
４

８
．１
１

１７
．５

２４
．１

８
．７

７
千

ヶ
淵

３４
２
．２

７
．２

０
．６

０
．６

１
．３

０
．３

２７
．９
２

３２
．６
７

１６
．２
８

８
．２
２

８
．６
２

８
．１
１

１６
．０

２５
．０

８
．０

１０
大

垣
３６

０
．６

０
．９

０
．３

０
．６

１
．８

０
．３

３２
．５
７

３３
．８
９

２９
．３
１

８
．１
５

８
．２
０

８
．０
８

１９
．３

２４
．５

８
．９

９
大

岩
沖

３８ 注
　
№
３
～
６
及
び
３５
の
定
点
に
つ
い
て
は
、サ
ン
プ
ル
が
採
取
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
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終結区分終結年月対　　　　　象申請年月市町名手続の種類

調 停 成 立５２年９月工 場 騒 音 ・ 振 動５２年４月魚 津 市

調　　　停

一部取下げ
一部打切り５８年３月工場騒音・粉じん・悪臭５７年８月富 山 市

調 停 成 立６０年１０月事業場悪臭・粉じん・砂じん６０年５月富 山 市
婦 中 町

調停打切り２年８月住宅マンション建設・
騒 音 ・ 振 動２年２月富 山 市

調停打切り１４年１１月ダ ム 排 砂 に 伴 う
水 質 汚 濁１３年６月

入 善 町
朝 日 町
黒 部 市

調停打切り２１年７月住 宅 給 湯 ボ イ ラ ー
騒 音 ・ 振 動２０年１２月富 山 市

調 停 成 立２２年１月住宅団地外壁改修・粉じん２１年７月富 山 市

調停打切り２２年７月ＬＰガス充填所騒音・振動２１年１２月富 山 市

　表２‐１１５　公害審査会に係属した事件

　表２‐１１６　公害種類別苦情受理状況の年度別推移
（単位：件）

合

計

そ

の

他

廃
棄
物
投
棄

小
　
　
　
計

典
型
七
公
害

典　　型　　７　　公　　害種類

年度

悪

臭

地
盤
沈
下

振

動

騒

音

土
壌
汚
染

水
質
汚
濁

大
気
汚
染

３９４１７５３３２４４３－４５７３１０８１０９２１

３９４２９３６３２９４３－６６４－１３２８４２２

３３６２６３６２７４３２－７３５３１４７５０２３

３０１２７２４２５０３７－７３３－１２５４８２４

２２４１９２０１８５３２－４２６－７９４４２５

（

）
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　表２‐１１７　典型７公害発生源別苦情受理状況（２５年度）
（単位：件）

計

悪

臭

地
盤
沈
下

振

動

騒

音

土
壌
汚
染

水
質
汚
濁

大
気
汚
染

種　　　類

業　　　種

１０７００００１２農 業

１０００１０００林 業

００００００００漁 業

１００００００１鉱 業

１９００１６０５７建 設 業

３４７００７０９１１製 造 業

００００００００電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 業 ・ 水 道 業

００００００００情 報 通 信 業

３０００１０２０運 輸 業

４１００１０１１卸 売 ・ 小 売 業

００００００００金 融 ・ 保 険 業

００００００００不 動 産 業

６３００２０１０飲 食 店 、 宿 泊 業

１００００００１医 療 、 福 祉

００００００００教 育 、 学 習 支 援 業

４１０００００３複 合 サ ー ビ ス 事 業

１２３００１０６２そ の 他 の サ ー ビ ス 業

１０００００１０公 務

４００１１００２分 類 不 能 の 産 業

４３８０１２０２０１２家 庭 生 活

１８２０１４０１０１そ の 他

２４０００００２３１不 明

１８５３２０４２６０７９４４合 計
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　表２‐１１８　市町村別・公害の種類別苦情受理状況（２５年度）
（単位：件）

合

計

そ

の

他

廃
棄
物
投
棄

小
　
　
　
計

典
型
七
公
害

典　　型　　７　　公　　害種類

市町村名

悪

臭

地
盤
沈
下

振

動

騒

音

土
壌
汚
染

水
質
汚
濁

大
気
汚
染

６６２０６４１００１３０２９２１富 山 市

２１０１２０３０２５０２８高 岡 市

２７００２７３００４０１７３魚 津 市

４１０３０００１０１１氷 見 市

６１０５０００１０３１滑 川 市

１０００１０１００００８１黒 部 市

４１１２８２１４００６０７４砺 波 市

１４２１０２１００００１０小 矢 部 市

２００２１０００００１南 砺 市

２４１０２３７０１３０１０２射 水 市

２１５１９１９１７７３００４２３０７８４２市 計

０００００００００００舟 橋 村

１００１００００００１上 市 町

３００３０００３０００立 山 町

２００２１０００００１入 善 町

３０１２１００００１０朝 日 町

９０１８２００３０１２町 村 計

２２４１９２０１８５３２０４２６０７９４４合 計

（

）
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　表２‐１２０　「公害健康被害の補償等に関する法律」に基づく指定の内容

第２種地域地 域

富山市＊、婦中町＊、大沢野町＊の各一部指定地区（神通川下流地域）区 域

昭和４４年１２月２７日指定年月日

イタイイタイ病指 定 疾 病

注　＊は現富山市です。

（２６年３月３１日現在）

人数区　　分

３患　　者梢人 

１要観察者梢人 

　表２‐１２１　イタイイタイ病患者及び要観察者生存数

（単位：件）
　表２‐１１９　苦情の処理状況（２５年度）

合

計

そ

の

他

廃
棄
物
投
棄

小
　
　
　
計

典
型
七
公
害

典　　型　　７　　公　　害種　　類

内　　訳

悪

臭

地
盤
沈
下

振

動

騒

音

土
壌
汚
染

水
質
汚
濁

大
気
汚
染

３０４２０２２２６２５２０６３９０９９６６取扱件数　合計

２２４１９２０１８５３２０４２６０７９４４新規受付

８０１２７７２００２１３０２０２２前年度からの繰越

３１５２０２２２７３５５０９４５０９６６８処理件数　合計

１９７１６１９１６２２４０４２５０７０３９直接処理（解決）

１２３１８５００１００２他機関への移送

９９１２９６２６０５１９０２１２５翌年度への繰越

７００７０００００５２
その他（原因不明等に
より処理方法のないも
の等）

（

）

　表２‐１２２　酸性雨実態調査の概要（２５年度）
調　査　方　法調　査　項　目調 査 期 間調 査 地 点区分

酸性雨等調査マニュアル
（環境庁大気保全局）
湿性沈着モニタリング手引
き書（第２版）
（環境省地球環境局）

・pH
・イオン成分（SO４２－、
NO３－、Na＋、Cl－
等）降下量等

２５年４月～
２６年３月

（一週間降雨毎）

射　　水　　市
（環境科学センター）

雨
　
　
　
水

富　　山　　市
（立山黄砂酸性雨観測局）
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　表２‐１２３　雨水のpH調査結果（２５年度）
 （一週間降雨毎）………自動採取法

雨　　　　水　　　　の　　　　pH調 査
項 目 富　　山　　市射　　水　　市

平　均範　　　囲平　均範　　　囲調 査
結 果 ４．８４．１　～　５．３４．６４．０　～　５．９

　表２‐１２４　雨水のpHの年度別調査結果（一週間降雨毎）
調　　査　　地　　点

調査年度
全 国 の 状 況富　山　市射　水　市

第１次調査
（５８～６２年度）
　　　４．４～５．５
第２次調査
（６３～４年度）
　　　４．５～５．８
第３次調査
（５～９年度）
　　　４．４～５．９
第４次調査
（１０～１２年度）
　　　４．４７～６．１５
　１３～１４年度
　　　４．３４～６．２５
長期モニタリング
（１５～１９年度）
　　　４．４０～５．０４
　２０年度
　　　４．４８～５．０７
　２１年度
　　　４．５０～５．１８
　２２年度
　　　４．５９～５．２２
　２３年度
　　　４．５６～５．３４
　２４年度
　　　４．５１～５．３７

－４．９昭和６１年度
－４．９６２年度
－４．７６３年度
－４．６平成元年度
４．８４．７２年度
４．７４．６３年度
４．６４．６４年度
４．８４．８５年度
４．７４．７６年度
４．９４．９７年度
４．９４．８８年度
４．８４．８９年度
５．１５．０１０年度
４．８４．９１１年度
４．８４．８１２年度
４．６４．５１３年度
４．８４．７１４年度
４．７４．６１５年度
４．８４．６１６年度
４．８４．６１７年度
４．７４．５１８年度
４．７４．５１９年度
４．７４．６２０年度
４．８４．７２１年度
４．８４．６２２年度
４．８４．６２３年度
４．８４．５２４年度
４．８４．６２５年度

注　富山市の調査地点は、２～５年度：旧大山町山野スポーツセンター傍、６～１４年度：
国設立山酸性雨測定所（立山町芦峅寺スキー場敷地内）、１５年度～：立山黄砂酸性
雨観測局（らいちょうバレースキー場山頂駅傍）です。



２２８

　図２‐７　主要イオン成分沈着量、降水量の月別推移（２５年度）
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　図２‐８　主要イオン成分沈着量の経年変化

　図２‐９　縄ヶ池におけるpH及びアルカリ度の経年変化

注１　停滞期と循環期における測定値の平均値です。
　２　２０、２１年度は調査未実施です。



２３０

　表２‐１２５　森林地における雨水のpH調査結果（２５年度）

雨水の年平均pH（一週間降雨毎・ろ過式採取法）
調査項目

南砺市小矢部市魚津市富山市

４．８４．３４．５４．６調査結果

注１　停滞期と循環期における測定値の平均値です。
　２　２０、２１年度は調査未実施です。

　図２‐１０　富山県における黄砂の観測日数の推移

注　富山地方気象台のデータです。
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　表２‐１２６　公益財団法人環日本海環境協力センター（NPEC）の事業概要（２５年度）

事　　業　　概　　要事　　業　　名事業の種類

　本県がコーディネート自治体を務める「NEAR環境分科委
員会」を開催し、会員自治体間で、環境に関する協力事業の
検討や情報交換を行った。

北東アジア地域自治体連
合（NEAR）環境分科委
員会の推進

環境保全に
関する交流
推進事業

　ロシア沿海地方で開催された第７回国際環境フォーラム
「国境のない自然」への参加を通じて、環境分野における協
力事業の情報交換を行った。

海洋環境保全パートナー
シップの形成

　関係者による対策の連携強化を図って海岸漂着物等の発生
の抑制に寄与するため、北東アジア地域の海を共有する自治
体、市民等が、海岸漂着物等の調査を実施した。
　また、市民の漂着物等に係る意識の向上を図るため、新聞・
ラジオCMによる広報や活動事例集の作成・配布、漂着物ア
ートの制作・展示、漂着物アートキャラバンの開催等を通し
て、海洋ごみ問題の普及啓発を行った。

漂流・漂着ごみ対策推進
事業

環境保全に
関する調査
研究事業

　三井物産環境基金からの助成を受け、東日本大震災により
被害を受けた東北地方沿岸において、リモートセンシング技
術を活用し、藻場被害状況について調査し、藻場復元・再生
支援マップを作成し、地元住民、漁業者、行政関係者に提供
した。

藻場復元支援マップ事業

　生物の生育や水質の浄化などに重要な役割を果たす藻場の
状況を広域的・継続的に把握するため、リモートセンシング
により富山湾沿岸域（氷見市等）の藻場の状況や底生生物等
の調査を行った。

富山湾リモートセンシン
グ調査事業

　遼寧省の大気汚染の改善に資するため、２４年度から２６年度
の３年計画で、酸性雨、光化学スモッグ、PM２．５等の原因と
なる自動車排出ガスに関する共同調査研究を行った。

中国遼寧省との大気環境
共同調査研究

　NPECの活動状況や環境情報の提供を行うため、開設して
いるホームページの内容の充実を図り、情報発信を行った。

広報・普及啓発環境保全に
関する施策
支援事業

　自動車排出ガス測定技術に係る技術指導を行うため、専門
家（環境科学センター職員）を中国遼寧省に派遣し、遼寧省
職員等に対する普及研修会を開催した。

対岸地域からの環境技術
者の研修

　北東アジア地域の青少年に対して、環日本海の環境保全の
ための活動体験の機会を提供する「北東アジア地域環境体験
プログラム」を韓国江原道と共同で開催した。

北東アジア地域環境体験
プログラム

　これまで国内外の自治体・経済界・学界が参加・協力し実
施してきた黄砂の視程調査の成果をとりまとめ、公表した。

黄砂を対象とした広域的
モニタリング体制の構築

　インターン、ボランティアの受入れを通じて、将来の国際
環境協力分野における人材の育成を図るともに、大学等の研
究機関との連携の強化、北東アジア地域の海洋環境保全に関
する取組みへの理解の促進を図った。

国際環境協力インター
ン・ボランティアプログ
ラム



２３２

事　　業　　概　　要事　　業　　名事業の種類

　環日本海地域における環境保全行動の担い手である「環日
本海・環境サポーター」とNPECとの連携を強化し、環境
サポーターによる活動の定着を図るため、環境サポーターと
の連携イベントの実施や活動PR、活動機材の貸出等、環境
サポーターの活動を支援するとともに、環境サポーターと北
東アジア地域の自治体職員等が情報交換、国際交流を行う北
東アジア環境活動交流会を開催し、活動意識の高揚を図った。

環日本海市民・環境教育
学習推進事業

環境保全に
関する施策
支援事業

　赤潮／HAB、リモートセンシング、富栄養化及び生物多
様性をはじめ、環日本海における海洋環境に係る課題や今後
の活動の進め方等について助言を得るために検討委員会を開
催するとともに、人工衛星によるリモートセンシングデータ
を利用した沿岸環境評価手法の開発に向けて、富山湾におけ
る水質汚濁に係る現場データ及び衛星データを取得し、富山
湾をケーススタディとして実施した。また富栄養化状況判定
手順書を用いてNOWPAP地域における富栄養化評価を行
った。

日本海等の環境影響調査NOWPAP
推進事業

　環境省が１３年度に設置した海洋環境に関する人工衛星デー
タを受信・解析するための「環日本海海洋環境ウォッチシス
テム」の維持管理を行うとともに、衛星データを受信、解析、
記録し、NOWPAP関係国を含む国内外へ発信した。

環日本海海洋環境ウォッ
チ推進費

　NOWPAP地域における海洋生物多様性の保全・持続的利
用に資するため、地域報告書を作成するとともに、海洋生物
多様性保全や日本、中国、韓国、ロシアの海洋保護区に関す
る各種情報を発信した。

環日本海における海洋生
物多様性保全海域の充実
に向けた検討

　特殊モニタリング・沿岸環境評価地域活動センター
（CEARAC）に指定されているNPECの地域活動センター
としての活動を推進するため、CEARACフォーカルポイン
ト会合（FPM）を開催するとともに、政府間会合や他のRAC
のFPMに参加した。

地 域 活 動 セ ン タ ー
（RAC）の運営
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　表２‐１２７　環日本海地域との相互派遣の概要（２５年度）

相　　互　　派　　遣　　の　　概　　要

派 遣 先：韓国　仁川
派遣人数：１名
派遣期間：６月１７～２１日
派遣目的：第１６回NOWPAP／MERRAC（海洋環境緊急準備・対応地域活動センター）フォーカル

ポイント会合への参加

派 遣 先：中国　北京
派遣人数：１名
派遣期間：７月２４日～２６日
派遣目的：第１０回NOWPAP／DINRAC（データ・情報ネットワーク地域活動センター）フォーカ

ルポイント会合への参加

派 遣 先：米国　オレゴン州
派遣人数：１名
派遣期間：８月１９～２３日
派遣目的：PICES Summer School ２０１３への参加

派 遣 先：韓国　江原道
派遣人数：１７名（学生９、引率３、職員５）
派遣期間：８月２１～２２日
派遣目的：北東アジア地域環境体験プログラムの開催

派 遣 先：ロシア　ウラジオストク、ナホトカ
派遣人数：３名（指導者１、職員２）
派遣期間：１０月７～９日
派遣目的：漂着物アートモデル事業（制作体験会の開催）

派 遣 先：中国　天津
派遣人数：２名
派遣期間：１０月８～１０日
派遣目的：NOWPAP／POMRAC（汚染モニタリング地域活動センター）フォーカルポイント会合

への参加

派 遣 先：ロシア　ウラジオストク
派遣人数：２名
派遣期間：１０月１０～１２日
派遣目的：ロシア国際環境フォーラムへの参加

派 遣 先：カナダ　ナナイモ
派遣人数：１名
派遣期間：１０月１０～１９日
派遣目的：２０１３年PICES年次総会への参加

派 遣 先：中国　青島
派遣人数：２名
派遣期間：１０月２１～２５日
派遣目的：NOWPAP-PICESリモートセンシングデータ解析合同研修の開催

派 遣 先：中国　遼寧省
派遣人数：３名
派遣期間：２月１０～１６日
派遣目的：遼寧省との自動車排出ガス対策協力事業専門家派遣、普及研修会の開催

受 入 先：富山県生活環境文化部、（公財）環日本海環境協力センター
受入人数：中国３名
受入期間：７月３～４日
受入目的：２０１３年度遼寧省との自動車排出ガス対策協力事業検討会の開催
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相　　互　　派　　遣　　の　　概　　要

受 入 先：NOWPAP／CEARAC（特殊モニタリング・沿岸環境評価地域活動センター）
受入人数：６名（中国２、韓国２、ロシア２）
受入期間：９月１１～１２日
受入目的：第１１回CEARACフォーカルポイント会合の開催

受 入 先：富山県生活環境文化部、（公財）環日本海環境協力センター
受入人数：１０名（中国１、韓国７、ロシア２）
受入期間：１０月３０日
受入目的：NEAR第１１回環境分科委員会の開催

受 入 先：富山県生活環境文化部、（公財）環日本海環境協力センター
受入人数：１０名（中国１、韓国７、ロシア２）
受入期間：１０月３１日
受入目的：北東アジア環境活動交流会の開催

受 入 先：富山県、（公財）環日本海環境協力センター
受入人数：２名
受入期間：１２月７日
受入目的：環日本海環境協力シンポジウムの開催

受 入 先：（公財）環日本海環境協力センター
受入人数：ロシア２名
受入期間：２月１３～１４日
受入目的：海洋生物多様性保全関係機関連絡会議


